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平
成
30
年
度

　
　雲
南
市
長
所
信
表
明
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地
方
創
生
の
取
り
組
み

　
子
育
て
分
野
で
は
、
待
機
児
童
の
解
消
に

つ
な
が
る
認
可
定
員
60
人
の
「
み
な
み
か
も

保
育
園
」
が
４
月
に
開
園
し
ま
す
。
一
方
、

年
度
中
途
で
の
保
育
士
確
保
が
困
難
さ
を
増

し
て
い
る
た
め
、
年
度
当
初
か
ら
予
め
保
育

士
を
雇
用
す
る
私
立
保
育
所
お
よ
び
委
託
保

育
所
へ
の
支
援
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

　
仕
事
分
野
で
は
、
地
元
就
職
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
就
職
を
進
め
る
た
め
、
地
場
企
業
の
Ｐ
Ｒ

冊
子
の
作
成
・
配
布
と
都
市
圏
で
の
転
職
相

談
事
業
を
よ
り
一
層
進
め
、
若
い
世
代
の
回

帰
・
定
住
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
住
ま
い
分
野
で
は
、
市
内
の
不
動
産
事
業

者
と
連
携
し
、
市
土
地
開
発
公
社
分
譲
地
へ

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
呼
び
込
み
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
著
し

い
都
市
計
画
区
域
外
の
地
域
に
対
し
、
子
育

　
速
水
市
長
は
雲
南
市
議
会
３
月
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
地
方
創

生
の
よ
り
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
「
安
全・安
心
」「
活

力
と
賑
わ
い
」「
健
康
長
寿
・
生
涯
現
役
」
の
３
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
を
課
題
に
掲
げ
、「
定
住
基
盤
の
整
備
」
と
「
人
材
の
育
成・確
保
」

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、「
課
題
解
決
先
進
地
」
を
め
ざ
す
平
成
30
年

度
の
市
政
運
営
に
お
け
る
基
本
的
な
考
え
方
を
述
べ
ま
し
た
。

て
世
帯
を
含
む
三
世
代
同
居
を
推
進
す
る
た

め
の
持
ち
家
改
修
助
成
制
度
を
創
設
し
、
若

い
世
代
の
定
着
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
や
担

い
手
確
保
を
進
め
ま
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
あ
ふ
れ
る
中
高
生
・

大
学
生
の
学
び
と
成
長
、
若
者
の
起
業
創
業

を
後
押
し
す
る
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ

制
度
」
を
創
設
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
中

高
生
の
国
内
・
海
外
研
修
や
大
学
生
の
イ
ン

タ
ー
ン
・
海
外
留
学
に
対
す
る
助
成
、
地
域

課
題
の
解
決
を
め
ざ
す
若
手
起
業
家
を
積
極

的
に
支
援
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
等
も

効
果
的
に
活
用
し
て
リ
ー
ダ
ー
人
材
の
育

成
・
確
保
を
促
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
教
育
の
一
層
の
魅
力
化
を
図
る
た

 

人
材
の
育
成
・
確
保
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

 

定
住
基
盤
の
整
備
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

め
昨
年
５
月
に
設
置
し
た
「
雲
南
市
教
育
魅

力
化
推
進
会
議
」
か
ら
い
た
だ
い
た
魅
力
あ

る
高
校
教
育
の
推
進
な
ど
を
求
め
る
第
一
次

提
言
に
基
づ
き
、
市
で
は
「
第
一
次
教
育
魅

力
化
推
進
構
想
」を
策
定
し
ま
し
た
。
特
に
、

市
内
３
つ
の
県
立
高
校
に
は
積
極
的
な
支
援

を
行
う
考
え
で
あ
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、

多
様
な
学
び
合
い
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
連
鎖
に

つ
な
が
る
人
材
育
成
と
交
流
の
拠
点
と
し

て
、３
校
す
べ
て
の
寮
機
能
も
備
え
た
「（
仮

称
）
チ
ャ
レ
ン
ジ
ハ
ウ
ス
」
の
整
備
を
め
ざ

みなみかも保育園
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支
え
あ
い
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

 

子
育
て
を
支
援
す
る
施
設
の
運
営
・
整
備
…
…
…
…
…

　
４
月
よ
り
西
幼
稚
園
と
吉
田
保
育
所
を
認
定
こ
ど
も
園

に
移
行
す
る
と
と
も
に
、
田
井
保
育
所
お
よ
び
掛
合
保
育

所
を
平
成
31
年
度
か
ら
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
す
る
よ
う

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
小
規
模
幼
稚
園
で
の
預
か
り
保
育
に
つ
い
て
、

佐
世
・
寺
領
・
鍋
山
の
３
幼
稚
園
は
各
施
設
で
、
西
日
登

幼
稚
園
は
寺
領
幼
稚
園
へ
の
移
送
手
段
を
整
え
、
４
月
よ

り
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
加
茂
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、
同

じ
く
４
月
か
ら
加
茂
第
２
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
す
る
と
と

も
に
、
鍋
山
小
学
校
児
童
お
よ
び
田
井
小
学
校
の
児
童
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
三
刀
屋
お
よ
び
寺
領
の
放
課
後
児
童

し
、
基
本
構
想
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

  

み
ん
な
で
築
く
ま
ち

 

地
域
と
行
政
の
今
後
の
あ
り
方

………
…
…
…
…
…
…

　
市
内
全
域
に
地
域
自
主
組
織
が
結
成
さ
れ
昨
年
で
10
年

が
経
過
す
る
中
、
担
い
手
確
保
や
活
動
に
つ
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
行
政

組
織
の
横
断
的
な
関
わ
り
方
や
、
地
域
と
行
政
の
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
本
格
的
に
検
討
を
進
め
、
方
向
性
を
見

出
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
一
方
、
新
た
な
法
人
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
は
、
国
の

総
合
戦
略
の
改
訂
版
に
「
地
縁
型
組
織
の
法
人
化
の
促
進

に
向
け
て
、
更
に
具
体
的
な
検
討
を
進
め
る
」
必
要
性
が

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
今
後
の
動
向
を
見
極
め
、
本
市
が

代
表
を
務
め
る
小
規
模
多
機
能
自
治
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 中高生向けの海外研修

会
議
の
組
織
力
を
活
か
し
て
引
き
続
き
国
へ
働
き
か
け
ま

す
。

  

安
全
・
安
心
で
快
適
な
ま
ち

 

市
営
基
町
団
地
の
整
備

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
三
刀
屋
町
内
の
基
町
団
地
の
老
朽
化
に
伴
う
移
転
新
築

に
つ
い
て
、
移
転
先
の
敷
地
造
成
工
事
を
今
年
８
月
ご
ろ

に
完
了
し
、
引
き
続
き
２
０
２
２
年
度
ま
で
の
５
ヵ
年
間

で
５
棟
20
戸
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

 

空
き
家
の
対
策

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　「
雲
南
市
空
家
等
対
策
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
空
き

家
の
実
態
把
握
に
取
り
組
み
、
約
６
０
０
戸
の
空
き
家
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
空
き
家
の
利
活
用
や
解
体
に
つ
い
て
所
有
者
へ
の
意
向

調
査
を
行
い
、
危
険
な
空
き
家
の
特
定
や
「
空
き
家
バ
ン

ク
」
へ
の
登
録
に
つ
な
げ
ま
す
。

 

Ｊ
Ｒ
木
次
線
と
沿
線
地
域
の
活
性
化

……
…
…
…
…
…

　
Ｊ
Ｒ
木
次
線
は
、
昨
年
12
月
に
全
線
開
通
80
周
年
を
迎

え
、
駅
舎
を
管
理
い
た
だ
く
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
沿
線

の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も

と
、
駅
舎
を
活
用
し
た
賑
わ
い
創
出
や
列
車
を
活
用
し
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
数
多
く
の
取
り
組
み
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
取
り
組
み
、
木
次
線
の
存
続
と
沿
線
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
ま
す
。

出雲大東駅でのイベント
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ク
ラ
ブ
へ
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。
な
お
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
無
い
西
小
学
校
区
に
つ
い
て
、
平
成

31
年
４
月
の
開
所
を
め
ざ
し
新
た
な
施
設
整
備
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
加
え
て
、
４
月
に
４
人
の
病
児
・
病
後
児
が
受
入
可
能

な
病
児
・
病
後
児
保
育
室
を
市
立
病
院
近
く
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

……
…
…
…
…
…
…

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
誰
も
が
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
安

心
し
て
続
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
社
会
福
祉
協

議
会
等
と
一
層
の
連
携
を
図
り
、
地
域
自
主
組
織
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
日
常
生
活
に
お
け
る
多
様
な
支

援
体
制
の
充
実
・
強
化
や
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進
を

一
体
的
に
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
新
た
に
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
ま
す
。

　
一
方
、
地
域
医
療
を
担
っ
て
い
る
市
直
営
の
掛
合
診
療

所
は
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
や
経
営
改
善
等
の
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
高
齢
化
率
が
高
く
開
業
医
が
少
な
い
掛

合
・
吉
田
地
域
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
診
療
体
制
や
医

療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
平
成
31
年
４
月
の
雲
南
市
立
病
院
と
の
経
営
統
合
に

向
け
準
備
を
進
め
ま
す
。

 

国
民
健
康
保
険
の
制
度
改
革

………
…
…
…
…
…
…
…

　
国
民
健
康
保
険
は
、
勤
務
先
で
入
る
健
康
保
険
な
ど
と

比
較
し
て
１
人
当
た
り
の
医
療
費
が
高
く
、
所
得
水
準
が

比
較
的
低
い
加
入
者
に
は
保
険
料
負
担
が
重
く
な
る
構
造

的
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
国
が
財
政
支
援
を
行
い
、
国
保
の
財
政
基
盤

の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
今
年
度
か
ら
都
道
府
県
が
市

町
村
と
と
も
に
運
営
を
担
い
、
国
保
制
度
の
安
定
化
を
図

り
ま
す
。

 

福
祉
施
策
の
事
業
計
画
の
策
定

………
…
…
…
…
…
…

　
雲
南
広
域
連
合
で
３
月
に
策
定
し
た
第
７
期
雲
南
地
域

介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
高
齢
者
の
自
立
支
援
、

要
介
護
状
態
の
重
度
化
防
止
、
医
療
と
介
護
の
連
携
の
推

進
な
ど
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
同
じ
く
３
月
に
策
定
し
た
第
３
期
障
が
い
者
計

画
な
ど
に
基
づ
き
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備

や
相
談
支
援
体
制
の
充
実
、
就
労
支
援
や
住
ま
い
の
確
保

な
ど
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

  

ふ
る
さ
と
を
学
び
育
つ
ま
ち

 

新
学
習
指
導
要
領
へ
の
移
行

………
…
…
…
…
…
…
…

　
小
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
伴
い
、
２
０
２
０

年
度
か
ら
小
学
校
で
「
外
国
語
」
が
正
式
教
科
と
な
り
、

３
～
６
年
生
で
授
業
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
５
・
６
年
生
に
加
え
、
平
成
26
年
度
か
ら

は
３
・
４
年
生
の
外
国
語
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
吉
田
中
学
校
区
に
お
い
て
は
４
ヵ
年
に
わ
た
り
国

の
研
究
指
定
事
業
で
外
国
語
教
育
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
の
で
、
こ
の
実
践
内
容
や
成
果
を
市
内
の
学
校
に
広
げ

て
い
き
ま
す
。

　
市
で
は
正
式
教
科
と
し
て
本
格
実
施
と
な
る
２
０
２
０
年

度
と
同
様
な
授
業
を
２
０
１
９
年
度
か
ら
取
り
組
み
ま
す
。

 

永な
が
い井
隆た
か
し

記
念
館
整
備
事
業

………
…
…
…
…
…
…
…
…

　
永
井
隆
博
士
の
崇
高
な
理
念
を
顕
彰
す
る
永
井
隆
記
念

館
に
つ
い
て
、
施
設
老
朽
化
に
伴
い
、
現
地
で
の
建
替
え

を
行
う
た
め
、
今
年
度
は
実
施
設
計
、
建
物
の
取
り
壊
し
、

敷
地
造
成
な
ら
び
に
隣
接
す
る
市
道
の
改
良
工
事
を
行
い

ま
す
。

 

統
合
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備

……
…
…
…
…
…
…

　
施
設
老
朽
化
が
著
し
い
木
次
・
三
刀
屋
・
吉
田
・
掛
合

の
４
つ
の
給
食
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
、
新
し
い
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
２
０
１
９
年
度
２
学
期
か
ら
の
供
用

開
始
に
向
け
て
、
今
年
度
か
ら
建
設
工
事
に
取
り
組
み
ま

す
。

  

挑
戦
し
活
力
を
産
み
だ
す
ま
ち

 

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

………
…
…
…
…
…
…
…
…

　
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
０
年

中
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
株
式
会
社
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

と
継
続
的
に
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
商
業
エ
リ
ア
の
核
施
設
「（
仮
称
）
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
マ

ル
シ
ェ
」
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
来
年
３
月
の
完
成
を

め
ざ
し
、
実
施
主
体
の
雲
南
都
市
開
発
株
式
会
社
が
整
備

を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
市
街
地
整
備
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
用
地
取
得

現在の永井隆記念館

5 市報うんなん

　
今
年
度
以
降
、
雲
南
市
農
業
再
生
協
議
会
で
各
年
度
の

目
標
を
設
定
し
、
関
係
機
関
が
一
体
と
な
り
総
合
的
な
対

策
を
講
じ
ま
す
。

 

畜
産
振
興

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
２
０
２
２
年
の
第
12
回
全
国
共
進
会
に
向
け
、
継
続
し

て
出
品
対
策
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
新

た
に
肥
育
牛
の
血
統

的
な
分
析
に
よ
る
県

有
種
雄
牛
の
指
定
交

配
の
取
り
組
み
や
受

精
卵
移
植
技
術
を
活

用
し
た
和
牛
子
牛
の

生
産
拡
大
の
継
続
な

ど
、
雲
南
地
域
１
市

２
町
で
協
力
し
て
奥

出
雲
和
牛
の
振
興
に

取
り
組
み
ま
す
。

 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、
雲
南
市
観
光
協

会
を
中
心
に
雲
南
広
域
連
合
等
と
連
携
し
、
特
に
台
湾
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
取
り
組
み
、
昨
年
12
月
に
は
、
台
湾
の
旅

行
会
社
６
社
に
よ
る
雲
南
圏
域
へ
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
雲
南
圏
域
の
市
町
、
観
光
協
会
お
よ
び
商

工
会
等
で
組
織
す
る
「
う
ん
な
ん
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

議
会
」
で
、
宿
泊
や
施
設
利
用
に
対
す
る
補
助
制
度
の
創

設
も
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
台
湾
を
は

じ
め
と
す
る
誘
客
に
向
け
、
ツ
ア
ー
の
実
現
な
ど
を
め
ざ

し
ま
す
。

 

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の

 

　「
Ｔト

ワ

イ

ラ

イ

ト

Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ 

Ｅエ

ク

ス

プ

レ

ス

Ｘ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ 

瑞み
ず
か
ぜ風
」

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
豪
華
寝

台
列
車
「
Ｔ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｇ

Ｈ
Ｔ 
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ 

瑞

風
」
の
市
内
立
ち
寄
り
観
光

が
昨
年
６
月
か
ら
行
わ
れ
て

お
り
、
今
後
も
多
く
の
方
に

訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

瑞
風
の
立
ち
寄
り
観
光
地
の

ブ
ラ
ン
ド
を
活
か
し
た
情
報

発
信
等
に
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

 

日
本
遺
産
魅
力
発
信
推
進
事
業

………
…
…
…
…
…
…

　
雲
南
市
・
安
来
市
・
奥
出
雲
町
で
構
成
す
る
鉄
の
道
文

化
圏
推
進
協
議
会
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
３
ヵ
年
の
日

本
遺
産
魅
力
発
信
推
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
昨
年

度
は
、
県
内
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
の
番
組
放
送
や
日
本
遺

産
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
民
間
利
用
の
促
進
、
ガ
イ
ド
養
成

講
座
な
ど
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
最
終

年
度
と
な
る
こ
と
か

ら
、
日
本
遺
産
を
活

か
し
た
地
域
づ
く
り

に
向
け
、
更
な
る
人

材
育
成
や
「
た
た
ら

文
化
」
の
魅
力
発
信

な
ど
引
き
続
き
誘
客

に
つ
な
げ
る
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
市
道
要
害
６
号
線
の
改
良

と
、広
場
、遊
歩
道
お
よ
び
公
衆
用
ト
イ
レ
の
整
備
を
進
め
、

商
業
施
設
に
合
わ
せ
完
成
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

 

食
の
幸
発
信
推
進
事
業

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
雲
南
地
域
の
農
産
物
を
一
堂
に
取
り
揃
え
る
こ
と
に
加

え
、
雲
南
管
内
の
農
産
物
を
主
要
原
材
料
と
し
た
雲
南
市

の
Ｐ
Ｒ
・
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
資
す
る
食
品
加
工
事
業
に

取
り
組
み
、食
の
幸
の
発
信
、販
売
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
運
営
事
業
者
を
早
期
に
選
定
し
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や

企
画
力
を
最
大
限
に
活
用
し
て
２
０
２
１
年
度
の
オ
ー
プ

ン
に
向
け
事
業
進
捗
を
図
り
ま
す
。

 

企
業
立
地
促
進
助
成
金
制
度
の
拡
充
と

　
　
　
　
　
企
業
人
材
確
保
制
度
の
創
設

　
魅
力
あ
る
働
き
場
所
の
確
保
に
向
け
、
企
業
進
出
や
地

場
企
業
を
支
援
す
る
企
業
立
地
促
進
助
成
金
制
度
を
県
内

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
拡
充
し
ま
す
。
加
え
て
、
正
社
員
に
雇

用
す
る
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
に
入
社
支
度
金
等
を
支
給
す
る
企

業
に
対
し
、
助
成
制
度
を
創
設
し
、
企
業
の
人
材
確
保
を

支
援
し
ま
す
。

 

（
仮
称
）
加
茂
バ
ス
ス
ト
ッ
プ

　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備

　
現
在
、
測
量
、
調
査
と
設
計
業
務
を
進
め
て
お
り
、
夏

ご
ろ
に
は
実
施
設
計
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
４

月
以
降
、
用
地
取
得
を
進
め
、
２
０
２
２
年
の
供
用
開
始

を
め
ざ
し
、
事
業
進
捗
を
図
り
ま
す
。

 

雲
南
市
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

………
…
…
…
…
…
…

　
本
市
の
農
業
振
興
策
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、
３

月
に
新
た
に
「
雲
南
市
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

所
信
表
明
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



うんなん 日 和
まちの話題を
紹介します

雲子ちゃん

6市報うんなん

　雲南市役所本庁舎が、木質バイオマス、地下水、太
陽光発電など再生可能エネルギー等を積極的に活用
し、ハイレベルな省エネと快適性を実現する持続可能
な建築物として高く評価され、去る１月23日に一般
財団法人建築環境・省エネルギー機構が主催する「第
７回サステナブル建築賞」の大規模建築部門で「理事
長賞」を、２月14日には一般財団法人省エネルギー
センターが主催する「平成29年度省エネ大賞」の省
エネ事例部門で「資源エネルギー庁長官賞」を受賞し
ました。
　この度の受賞を契機に、プラチナシティの認定を受
けている自治体として、より一層、省エネルギーの取
り組みを推進してまいります。

　「どようび★えいご」は雲南市教育委員会が主催す
る小学生向けの土曜学習の英語プログラムで、平成
26年度にスタートしました。
　４年目の今年は小学生120人が登録し、毎月１回、
７月から８回シリーズで開催し、季節の行事やクッキ
ング、スポーツなど様々なテーマを設けゲームや創作
活動を通して英語に楽しく触れています。
　今年度最後となる「The Final ★どようび」を三刀
屋文化体育館アスパルで開催し、69人が参加しました。
これまでに学んだ英単語やフレーズを使ってのゲーム
や、英語の歌、仲間とのコミュニケーションを楽しみ
ました。また、今年度の活動をまとめたスライドで１
年を振り返り、皆勤賞などの表彰状を贈りました。

雲南市本庁舎「第７回サステナブル建築賞」
「平成29年度省エネ大賞」を受賞

どようび★えいご「T
ザ

he F
ファイナル

inal ★どようび」

▲省エネ大賞を受賞した株式会社日本設計 代表取締役 千
ち ど り

鳥義
よしのり

典
さん(左)と速水市長(右)

1 23/ 火

2 14/ 水

・

2 17/
土

　当初からメイン講師は国際交流員のダニエルが務
め、そのほかに市内のＡ

エーエルティー

ＬＴ（外国語指導助手）・中
高生・大学生ボランティアなどさまざまな方の協力を
得て実施しています。昨年から大学生、高校生が企画
段階から関わり、当日の運営まで担ってもらう回も設
けました。学生にとっても自分たちの企画をカタチに
していくという貴重な体験の場になっています。
　参加する子どもたちにとって、英語への興味関心を
持つことはもちろんですが、市内の違う学校、異なる
学年同士、大人のスタッフなどとのコミュニケーショ
ンを通し、自分から声をかけられるようになったり、
伝えることが楽しいと思えるようになってほしいと
願っています。

表彰状

Ａ
Ｂ Ｃ

Ａ
Ｂ Ｃ

7 市報うんなん

　スペシャルオリンピックス日本・島根アスリートの
集いが三刀屋文化体育館アスパルで開催され、スペ
シャルオリンピックスの活動が行われている松江・雲
南・出雲・大田地区からアスリートやファミリー、
コーチなど約100人が参加しました。
　このアスリートの集いは、県内で活動するアスリー
トが一堂に会し、日常トレーニングとは違う種目を体
験することで、仲間やボランティアと触れ合い親交を
深める場として開催され、アスリートたちはサッカー、
卓球、バスケットボールなどを体験しました。

スペシャルオリンピックス日本・島根
アスリートの集い

▲アスリートの集いに参加した皆さん

2 18/
日

2 21/
水

　吉田町上山の善
ぜんぷくじ

福寺で恒例の「餅さし」行事が行わ
れ、県外からの参加もあり多くの観客でにぎわいました。
　この「餅さし」行事は、天保11年（西暦1840年）
から始まり、今日まで約180年も続いている伝統行事
で、約43kgの大小２つの餅を片腕で何回持ち上げら
れるかを競うもので、市の無形民俗文化財にも指定さ
れています。
　餅は地元の皆さんにより午前０時過ぎに「ときの声」
を上げながら、上山の集落センターから寺の観音堂ま
で運び、13時から行われた「餅さし」行事では、参
加者が順に大きな餅を担ぎ、回数を競い合いました。

　結果は、次のとおりです
　優　勝　川

かわすみ

角　大
だ い き

輝さん（吉田町上山）

餅を持ち上げ競い合う
「餅さし」

▲餅を持ち上げる川角さん

　「みんなの声が街をかえる」と題した行政相談出前
教室が加茂小学校で行われました。
　この教室は、小中学校等の児童・生徒の日常生活と
行政のかかわりを通して、行政相談（委員）制度につ
いて説明し、身近な行政相談事例を紹介することに
よって、行政についての理解や行政への参加意識を高
めるため平成27年度から県内で開催されていますが、
市内では今回が初開催となりました。
　出前教室には加茂小学校６年生の児童が参加し、島
根行政監視行政相談センターの職員から「行政の役
割」、「大雨による災害対策」など、児童に身近な課題
を取り入れて説明を行いました。行政相談委員の井

い だ

田
敬
けいぞう

三さん（加茂町）、高
た か お

尾正
まさはる

治さん（三刀屋町）、塩
し お の

野
紀
き と み

富さん（大東町）からは実際に相談で改善した事例
を紹介しました。

行政相談出前教室

▲出前教室の様子

スペシャルオリンピックス（Ｓ
エスオー
Ｏ）とは

　知的障がいのある方の自立と社会参加をめざし、日常的なスポーツプログラムとその成果発表の場である競技会を
提供する国際的なスポーツ組織です。なお、ＳＯ日本・島根の事務局は加茂文化ホール ラメール内に設置しています。

2 17/
土
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　ささえあいのまちづくり講演会を木次経済文化会館
チェリヴァホールで開催し、地域自主組織、民生委員・
児童委員、有償ボランティア団体の関係者など約200
人が参加しました。
　講師には、公益財団法人さわやか福祉財団会長の
堀
ほ っ た

田 力
つとむ

さんを招き、「ささえあいの輪を広げるために」
と題し講演いただきました。
　前日、名誉市民である佐

さ と う

藤忠
ちゅうきち

吉さんへの取材でお聞
きになられたことや、自らの体験・経験などを引き合
いに、「何もかもが満ち足りた環境に身を委ねてしま
うのではなく、自分ができることはやることが大事。
ただし、できないことは支えてもらえばいい。自分が

ささえあいのまちづくり講演会

できることで『ありがとう』と言ってもらえることが
生きがいとなる。こ
のような『支えあい』
が地域包括ケアシス
テムの原点」とお話
いただきました。
　今後、市は支えあ
い、助け合いがます
ます広がっていくよ
う取り組みを進めて
いきます。

▲講演をされた堀田さん

　第13回雲南神楽フェスティバルが木次経済文化
会館チェリヴァホールで開催され、市内で活動する
８社中が舞を披露されました。
　来場した約350人の観客は出雲神楽の幽玄な舞を
鑑賞しました。

雲南神楽
フェスティバル

▲小河内神楽社中による「三
さんかん
韓」

▲出雲國大原神主神楽保存会による「八
や と
頭」

　雲南市文化財講座として国の特別天然記念物コウノ
トリについての講演会を木次経済文化会館チェリヴァ
ホールで開催し、約60人が参加しました。
　講師には兵庫県豊岡市にある兵庫県立コウノトリの
郷公園の松

まつもと

本令
れ い

以獣医師を招き、「コウノトリの野生
復帰～全国へ、そして世界へ～」と題してコウノトリ
の生態や兵庫県が実施している野生復帰の取り組みな
どについて、豊岡などでの先進例を挙げながら「これ
からますますコウノトリも暮らしやすい環境づくりが
課題となるが、人間とコウノトリの共生には農業や産
業でのさまざまな取り組みが大変重要になる」ととて
も分かりやすく話されました。
　市内でも２年連続でのヒナの誕生が期待されていま
す。市民の皆さんもコウノトリの動向を温かく見守っ
てください。

雲南市文化財講座

▲講演をされた松本さん

2 22/
木

2 25/
日

2 27/
火

9 市報うんなん

　
雲
南
市
が
誕
生
し
て
か
ら
13
年
半
に
な
り
ま
す
。

こ
の
間
、
６
町
村
か
ら
な
る
雲
南
市
の
一
体
化
の
促

進
と
合
併
し
て
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
実
現
に
到
達
点
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の

歩
み
は
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
市
外
県
外
か
ら
も
注
目
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
雲
南
市
へ
の
視
察
者
が
毎
月
平
均
３
０
０
人
以
上
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
対
し
国
か
ら
も
高
い
評

価
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
こ
２
、３
年
連
続
し
て
総
務
大
臣
表
彰

等
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
今
、
国
を
挙
げ
て
進
め
て
い
る
地
方
創
生
の
意
義
は
、
全
国
の

面
積
の
多
く
を
占
め
る
地
方
が
元
気
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本

の
元
気
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
地
方
の
住
民
、
自
治
体
が
地
域
固
有
の
資
源
の
素
晴
ら
し
さ

に
気
付
き
磨
き
を
か
け
情
報
発
信
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
し
、
ま

た
、
そ
の
こ
と
は
自
ず
と
地
域
へ
の
愛
着
、
自
信
、
誇
り
の
高
ま
り

に
も
つ
な
が
る
相
関
関
係
を
築
く
こ
と
に
も
な
る
と
確
信
し
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
雲
南
市
の
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
を
市
民

挙
げ
て
の
取
り
組
み
に
昇
華
す
る
に
は
ま
だ
ま
だ
と
言
わ
ざ
る
を

え
な
い
状
況
で
す
。

　
そ
の
地
方
創
生
が
叫
ば
れ
て
か
ら
５
年
が
経
ち
、
よ
り
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
迎
え
た
新
年
度
は
、雲
南
市
立
病
院
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

み
な
み
か
も
保
育
園
の
開
園
、
加
茂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
完

成
、
国
民
宿
舎
「
清
嵐
荘
」
改
築
整
備
事
業
や
食
の
幸
発
信
推
進

事
業
の
ス
タ
ー
ト
、
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
、
神
原
企
業
団
地

整
備
事
業
、（
仮
称
）
加
茂
バ
ス
ス

ト
ッ
プ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備

事
業
等
々
大
き
な
ハ
ー
ド
事
業
が

目
白
押
し
で
す
。

　
決
し
て
こ
れ
ら
の
ハ
ー
ド
事
業

を
も
っ
て
地
方
創
生
と
い
う
の
で

は
な
く
、
そ
の
活
用
に
つ
い
て
市

民
挙
げ
て
の
ア
イ
デ
ィ
ア
、
工
夫

を
創
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
方

創
生
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 ＂

市
民
挙
げ
て
の
取
り
組
み
で

　さ
ら
な
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ
〟

市長
コラム

　年に１度のクレストゲート点検放流が尾原ダムで行
われ、11時と13時半に、迫力ある放流で訪れた人を
魅了しました。
　また、普段入ることのできないダムの真下にある広
場、ダム内部にあるエレベータと通路も見学できたほ
か、来場者に尾原ダムカードの配布や限定ダムカレー
の販売も行われました。
　晴天に恵まれ、地元グルメの出店により飲食や販売
コーナーも楽しめ、流域のご当地キャラクターも登場
するなど、家族連れなど1,500人でにぎわいました。

クレスト放流イベントinさくらおろち湖3 ３/
土

▲迫力のある放流

▲三刀屋町中野地区「笑
え
んがわ市」で

地元の皆さんと速水市長

　吉田町の吉田・民谷地区では、地域自主組織を中心
に地区内の企業、公益団体、営農組織、住民団体など
が連携して幅広い地域づくりに取り組んでおられます。
　農作業の共同化、省力化を推進し、地域農業の維持、
発展、そして次世代につながる仕組みの構築と担い手
の育成のため広域連携組織「元気‼ファームズよしだ」

が設立され、設立総会が
飯石森林組合吉田林業総
合センターで行われまし
た。
　錦

にしこおり

織満
みつる

会長は、「広域
連携の中で共助の精神を

「元気!!ファームズよしだ」設立

持って地域農業・農地を継続して維持していくことが
地域の発展につながっていくと信じ、会員一同心を一
つにしている」とあいさつをされました。

 構成団体
農事組合法人 宇山営農組合
農事組合法人 木ノ下ほたるの郷
農事組合法人 すがや
農事組合法人 ドリームファームおおよしだ
杉戸営農組合
民谷営農組合

3 10/
土

▲あいさつをする錦織会長
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雲南病院だより

雲
南
病
院
だ
よ
り

　
３
月
３
日
（
土
）、
新
本
館
棟

竣
工
記
念
式
典
を
挙
行
し
ま
し

た
。

　
竣
工
式
に
は
、
竹た
け

下し
た 

亘わ
た
る衆
議

院
議
員
を
は
じ
め
と
す
る
総
勢

１
８
０
人
の
方
に
ご
列
席
い
た
だ

き
、
盛
大
な
式
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
式
典
に
先
立
ち
、
山
王
寺

和
野
神
楽
社
中
の
皆
さ
ん
に
神
楽

を
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
迫

力
か
つ
神
秘
的
な
演
技
に
、
会
場

は
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
速は
や
水み

雄ゆ
う
一い
ち
雲
南
市

長
、
松ま
つ

井い 

譲ゆ
ず
る病
院
事
業
管
理
者
、

藤ふ
じ
原は
ら
信の
ぶ
宏ひ
ろ
雲
南
市
議
会
議
長
が
あ

い
さ
つ
を
述
べ
、
療
養
環
境
が

整
っ
た
新
本
館
棟
を
軸
に
、
雲
南

圏
域
の
医
療
の
充
実
に
向
け
、
全

力
で
取
り
組
む
覚
悟
を
示
し
ま
し

た
。

　
来
賓
の
皆
さ
ん
か
ら
祝
辞
を
い

た
だ
き
、
ふ
る
さ
と
へ
の
熱
い
思

い
と
エ
ー
ル
に
、
会
場
に
は
粛
々

と
し
な
が
ら
も
和
や
か
な
空
気
が

流
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
今
回
の
建
設
事
業
に

携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
、
新

本
館
棟
竣
工
記
念
と
し
て
ご
寄
贈

い
た
だ
い
た
方
々
へ
感
謝
状
を
贈

呈
し
ま
し
た
。
最
後
に
大お
お

谷た
に 

順じ
ゅ
ん

院
長
が
謝
辞
と
し
て
皆
さ
ん
の
心

温
ま
る
祝
辞
に
感
謝
の
意
を
述
べ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
院
長
を
含
む

総
勢
25
人
の
職
員
で
唱
歌
「
ふ
る

さ
と
」の
合
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。

会
場
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
歌
っ
て

く
だ
さ
り
、
ふ
る
さ
と
を
思
う
一

体
感
の
あ
る
感
動
的
な
フ
ィ
ナ
ー

レ
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
本
館
棟
は
３
月
22
日
（
木
）

に
開
院
し
、
雲
南
圏
域
の
中
核
病

院
、
地
域
を
支
え
る
た
め
の
災
害

拠
点
病
院
と
し
て
、
新
た
な
出
発

を
迎
え
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
診
療
を
受
け
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
引
き
続
き
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

大谷院長 竹下衆議院議員松井病院事業管理者
感謝状の贈呈

「ふるさと」の合唱 山王寺和野神楽社中の神楽

新
本
館
棟
竣
工
記
念
式
典
を

開
催
し
ま
し
た

11 市報うんなん

雲南病院だより

　
当
院
は
開
院
70
周
年
を
機
に
新
本

館
棟
の
竣
工
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
記
念
式
典
を
大
東
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
「
桂
荘
」
で
開
催

し
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
病
院
を
支

え
て
い
た
だ
い
て
い
る
市
民
の
皆
さ

ん
、
病
院
職
員
Ｏ
Ｂ
な
ど
多
く
の
方

に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
は
じ

め
に
、
70
周
年
を
記
念
し
て
作
成
さ

れ
た
記
録
映
像
を
上
映
し
、
会
場
の

皆
さ
ん
は
雲
南
共
存
病
院
時
代
か
ら

の
映
像
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。
式

の
終
盤
に
は
速
水
市
長
と
松
井
病
院

事
業
管
理
者
、大
谷
院
長
を
は
じ
め
、

職
員
が
檀
上
に
上
が
り「
ふ
る
さ
と
」

を
合
唱
し
ま
し
た
。
竣
工
式
と
同
様

に
感
動
的
な
時
間
と
と
も
に
終
了
し

ま
し
た
。

　
貧
困
な
農
村
で
何
と
か
医
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
と
、「
共
存
」
を

合
言
葉
に
病
院
が
設
立
さ
れ
て
か
ら

70
年
。
今
回
の
竣
工
式
、
記
念
式
典

お
よ
び
翌
４
日
の
新
本
館
棟
一
般
見

学
会
（
来
場
者
数
２
２
０
０
人
）
で

も
地
元
住
民
の
皆
さ
ん
の
病
院
に
対

す
る
期
待
の
高
さ
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
職
員
一
同
、
地

域
に
根
差
し
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
病

院
と
な
る
よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

退職者代表・筒
つつ

井
い

哲
てつ

雄
お

さん

ご寄贈いただいた
置時計の目録を贈
呈いただきました。

がんばれ雲南病院市民の会
加藤会長 最後は加

か

藤
とう

一
いち

郎
ろう

会長の万歳三唱
で、大盛り上が
りの中閉会しま
した。

開
院
70
周
年
記
念
式
典

新本館棟一般見学会の様子
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雲南病院だより

　認定看護師とは、救急看護や訪問看護など特定の看護の分野において、熟練した

“看護技術”と“知識”をもっていると認められた看護師のことです。�

　昨年、当院では清
し
水
みず
晃
あき
子
こ
看護師と竹

たけ
田
だ
知
ち
華
か
看護師が新しく認定看護師となりまし

た。今回は、それぞれの専門分野の認定看護について紹介します。�

　半年間愛知県で研修し、昨年７月に摂食・嚥
えん
下
げ
障害看護認定看護師となりました。

　摂食嚥下障害とは、食事を口に運び、食事や唾
液を飲み込み、胃に入るまでの過程が障がいされ
ることを言います。この障がいは病気によるもの
だけではなく加齢による筋力低下でも起こり、十
分な栄養を口から摂れなかったり、飲み込みの障
がいにより誤嚥性肺炎や窒息を起こしたりしま
す。
　病院内では、どんな病気で入院される方で
あっても栄養摂取は治療の基本となります。
そのため摂食・嚥下障害看護認定看護師は、
安全に食べる方法や必要な栄養を摂る方法を
検討したり、食べるために口を綺麗にしたり
呼吸を整える支援を病院全体で行えるよう取
り組んでいます。そして「食」とは栄養摂取
の手段であると同時に、楽しみや人とのコ
ミュニケーション手段にもなり得ると考えて
います。口から食べることが難しくなった方
の中には、「好きな物を一口だけでも味わえ
ないか」、「口の中をさっぱりさせて欲しい」
と言われる患者さんもいらっしゃいます。食

事を食べられないから何もできないというこ
とはなく、患者さんやご家族の思いに寄り添
いながら看護を行っていきたいと思います。
　また、摂食嚥下障害は加齢によっても起こるこ
とから、地域で暮らしている方にとっても誤嚥や
窒息を予防するという視点は重要です。出前講座
を通して、地域の方にも摂食嚥下障害について
知っていただけるよう活動していきたいと思いま
す。

清
し
水
みず
�晃
あき
子
こ
�摂食・嚥えん下げ 障害看護認定看護師

認定看護師の紹介

清水認定看護師による出前講座の様子

13 市報うんなん

雲南病院だより

　
３
月
１
日
（
木
）、
第
71
回
開
院
記
念
式

典
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
院
は
こ
の
開
院
記

念
式
典
に
合
わ
せ
、
毎
年
永
年
勤
続
者
表
彰

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
71
回
目
と
な
る
今
年
は
、
勤
続
30
年
と
な

る
田た

中な
か
美み

能の

留る

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術

科
長
、
田た

部め
が
井い

恭き
ょ
う子こ

臨
床
検
査
技
師
、
山や
ま
根ね 

猛た
け
し調
理
師
の
３
人
が
表
彰
を
受
け
、
松
井
病

院
事
業
管
理
者
よ
り
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
永
年
に
わ
た
り
地
域
医
療
に
貢

献
し
て
き
た
３
人
に
続
き
、
職
員
一
同
、
よ

り
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
第
71
回
開
院
記
念
式
典
を
行
い
ま
し
た
】

　半年間島根県立大学で研修し、昨年７月に緩和ケア認定看護師となりました。�

　緩和ケアとは、「生命を脅かす疾患による問題
に直面している患者さんとそのご家族に対して、
痛みやその他の身体的問題、心理社会的問題、ス
ピリチュアル（生きる意味、死への恐怖など）な
問題を早期に発見し、的確なアセスメント（問題
点、優先順位の判断）と対処（治療・処置）を行
うことによって、苦しみを予防し、柔らげること
で、クオリティー・オブ・ライフ（生活の質）を
改善するアプローチ（働きかけ）」と定義されて
います。
　緩和ケアの対象となる患者さん、ご家族を全人
的（総合的な観点）に捉え、抱えている問題に対
し多職種でのチームアプローチ（看護師やその他
の職種での働きかけ）を実践します。

　病名の告知から手術や抗がん剤による治療、終
末期、そして患者さんがお亡くなりになられた後
のご家族の喪失・悲嘆を含め、全ての時期に緩和
ケアを必要とします。最期のときまで患者さんの
生きる力を支え、大切な人の苦しみに寄り添うご
家族に寄り添える看護師をめざしています。病院
に限らず、在宅や地域の施設で緩和ケアを必要と
される方にとって身近な看護師でありたいと思い
ます。

竹
たけ
田
だ
�知
ち
華
か
�緩和ケア認定看護師

山
やま

根
ね

　猛
たけし

調理師
田
た

中
なか

 美
み

能
の

留
る

リハビリテーション技術科長
田
た

部
めが

井
い

 恭
きょう

子
こ

臨床検査技師

竹田認定看護師
を中心とした
チームミーティ
ング



14市報うんなん

蒼
あ お い

依ちゃん（大東町仁和寺）
平成 29年４月 16日生まれ
誕生日おめでとう  あなたの人生
が幸せに溢れたものになりますよ
うに  お兄ちゃんと仲良くね

山や
ま
さ
き崎

　
久ひ
さ
しさ
ん
・
美み

わ

こ
和
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

結
ゆ い と

斗ちゃん（三刀屋町給下）
平成 29年４月 17日生まれ
１歳おめでとう  ゆいとの笑顔が
大好き  これからもたくさん笑っ
て、元気に育ってね

須す
や
ま山
仁ひ
と
し史
さ
ん
・
有ゆ

み美
さ
ん
の
お
子
さ
ん

５月で満１歳（平成29年５月生まれ）のお子さんを募集！
　写真に①お子さんの名前（ふりがな）、②お子さんの誕生日、③ご両親の名前（ふりがな）、④住所、⑤電話番号、
　⑥コメント（40字程度）を添え、郵便またはE-Mailで４月６日(金)までに情報政策課へ送付ください。

　【問】情報政策課☎0854-40-1015　
　※携帯電話で撮影される場合、顔のアップを撮影されると枠にきれいにおさまらないことがありますので注意ください。
　※市ホームページおよび子育てポータルサイトにも「わが家のHOPE」を掲載します。　※お送りいただく個人情報は「わが家のHOPE」以外の目的には使用しません。
　※郵便物またはメールが届きましたら、情報政策課から「到着確認」の電話をかけます。投稿後、当課から電話がないときは問い合わせください。

郵送される場合のあて先
　〒 699-1392　雲南市木次町里方 521-1
　雲南市役所情報政策課「わが家の HOPE」係

E-Mail で送付される場合のあて先
　jyouhouseisaku ＠ city.unnan.shimane.jp
　（タイトルは「わが家の HOPE」としてください。）

子育て情報をひとまとめにしたサイトです。ぜひ、活用ください。

http://kosodate-unnan.jp または、右記のQRコードから

子育てポータルサイト　

ゆっくり、子育て。雲南市

４月で

満　歳

わが家の

おめでとう

和
わ か

香ちゃん（掛合町松笠）
平成 29年４月 15日生まれ
１歳おめでとう
たくさん遊んで、元気に大きくな
ろうね

三み
う
ら浦
英ひ
で
か
ず和
さ
ん
・
亜あ

き

こ
紀
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

壮
そうすけ

亮ちゃん（三刀屋町下熊谷）
平成 29年４月７日生まれ
産まれてきてくれてありがとう
壮ちゃんのペースで大きくなって
ね

安あ

べ部
　
仁ひ
と
しさ
ん
・
真ま

ゆ

こ
由
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

聖
しょうと

人ちゃん（木次町西日登）
平成 29年４月 14日生まれ
しょうちゃん１歳おめでとう
お姉ちゃんと楽しくいっぱい遊ぼ
うね  元気に大きくなーれ

桑く
わ
は
ら原
亮り
ょ
う
へ
い平
さ
ん
・
由ゆ

か香
さ
ん
の
お
子
さ
ん

和
かずゆき

之ちゃん（加茂町大竹）
平成 29年４月１日生まれ
いつも元気いっぱいの和之
大好きなお兄ちゃんと笑顔たくさんで
大きくなってね 　

永な
が
せ瀬
直な
お
き紀
さ
ん
・
千ち

え絵
さ
ん
の
お
子
さ
ん

 優
ゆう

ちゃん（木次町東日登）
平成 29年４月５日生まれ
ゆうくん１歳おめでとう
たくさん食べてたくさん遊んで、
元気に大きくなってね

浅あ
さ
づ津
忠た
だ
と人
さ
ん
・
聡さ
と
こ子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

15 市報うんなん

　３月３日（土）に大東町内の小学生の親子を対象に料理教室を開催
しました。親子での調理体験を通し、調理の楽しさやバランスの良い
食事をとることの大切さを感じてもらうことを願って開催していま
す。

　今回は大東町内の親子10人が参加されました。講師は雲南市食生活改善推進協
議会大東支部（代表 富

とみ
山
やま

邑
くに

子
こ

さん）から６人の皆さんにお越しいただき、丁寧に
教えていただきながらポテトミートグラタンなど４品を作りました。
　また、お湯を注ぐだけで簡単にみそ汁ができると話題の「みそだま」づくりにも
チャレンジしました。自分の好きな具材をみそと合わせ、お湯でといて飲んでみま
した。みそ汁の塩分濃度も計測し、参加者は日ごろ家庭で飲んでいるみそ汁と比べ、「改めて減塩の大切さに気

づいた」という声をいただきました。
　毎年、雲南市青少年健全育成協議会では

「うんなん家庭の日」にあわせて親子料理
教室を開催しています。だれでも気軽にで
きる内容でお届けしますので、まずは１度
参加してみてください！
　【問】雲南市青少年健全育成協議会
� （社会教育課内）☎0854-40-1073

楓
ふ う

雲ちゃん（大東町下阿用）
平成 29年４月 27日生まれ
お兄ちゃんに負けじと遊ぶふうちゃん
が大好きです
３人でのびのび大きくなってね

杉す
ぎ
も
と本
雷ら
い
た太
さ
ん
・
真ま

ゆ

こ
由
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

陵
り つ

都ちゃん（木次町里方）
平成 29年４月 21日生まれ
お誕生日おめでとう  いつも癒や
しをありがとう  これからも元気
いっぱい、すくすく育ってね

杉す
ぎ
は
ら原
雄ゆ
う
た太
さ
ん
・
典の
り
こ子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

日
ひ な ほ

和保ちゃん（三刀屋町乙加宮）
平成 29年４月 17日生まれ
ひなほ１才おめでとう  ひなほの
笑顔にみんなが癒されています
元気に大きくなってね

谷た
に
と戸
俊し
ゅ
ん
い
ち一
さ
ん
・
京き
ょ
う
こ子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

悠
ゆうま

真ちゃん（大東町田中）
平成 29年４月 26日生まれ
いつもみんなを笑顔にしてくれて
ありがとう  元気いっぱいすくす
く大きくなってね

金か
な
も
り森
真し
ん
じ司
さ
ん
・
千ち

え恵
さ
ん
の
お
子
さ
ん

涼
りょうすけ

介ちゃん（加茂町砂子原）
平成 29年４月 22日生まれ

１歳のお誕生日おめでとう
いつも笑顔のりょうすけが大好き
いっぱい笑って大きくなぁれ

内な
い
と
う藤
和か
ず
ひ
こ彦
さ
ん
・
郁い
く
み美
さ
ん
の
お
子
さ
ん

 翼
つばさ

ちゃん（木次町宇谷）
平成 29年４月 26日生まれ
つばちゃん１歳おめでとう  いつも
笑顔で家族もニコニコだよ  お兄
ちゃんと仲良くいっぱい遊ぼうね

梅う
め
き木

　
潤じ
ゅ
んさ
ん
・
千ち

か

こ
香
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

毎月第３
日曜日は うんなん家庭の日

雲（うん）と遊ぼう!! 南（なん）でも話そう!!

社会教育課　☎0854-40-1073

毎月第３
日曜日は

月 日4 15月 日4 15

親 子 室料 理 教

「みそだまで金メダル朝ごはん！」



16市報うんなん

　
研
究
所
で
は
、
市
の
健
康
課
題
で
も
あ

る
腰
・
ひ
ざ
痛
、
運
動
不
足
の
解
消
を
目

的
に
、「
腰
痛
・
ひ
ざ
痛
予
防
の
運
動
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
と
称
し
、
地
域
ぐ
る
み
の
運

動
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
市
報
２
月
号
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
取

り
組
み
か
ら
５
年
で
は
じ
め
て
運
動
実
施

率
の
増
加
が
確
認
さ
れ
、
地
域
の
運
動
不

足
の
解
消
に
一
歩
近
づ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
一
方
、
腰
・
ひ
ざ
痛
の
改
善
ま
で
に
は

至
っ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。

　
現
在
市
内
で
は
、
地
域
の
特
長
を
活
か

し
た
ア
イ
デ
ア
溢
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
運
動

普
及
の
取
り
組
み
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
体
操
の

作
成
・
普
及
、
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
な
ど
）

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
そ
の

取
り
組
み
の
様
子
を
、
地
域
の
運
動
普
及

に
役
立
つ
参
考
事
例
と
し
て
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

　
運
動
普
及
に
関
す
る
相
談
も
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
！

　
身
体
教
育
医
学
研
究
所
う
ん
な
ん

�

☎
０
８
５
４
―

49
―

９
０
５
０

を
強
化
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
４
月

か
ら
12
月
ま
で
を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
強
化
期

間
と
し
、
ど
れ
く
ら
い
運
動
す
る
人
が
増

え
た
か
等
を
確
認
す
る
調
査
を
年
内
に
実

施
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
市
内
各
所
で
の
ぼ
り（
写
真
）

や
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
た
り
、
各
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
で
運
動
を
実
施
し
た
り
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
地
域

自
主
組
織
や
自
主
グ
ル
ー
プ
が
取
り
組
ん

で
い
る
運
動
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
と

同
様
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　市の特定健診・がん検診等を身近に感じ、雲南市健康都市宣言を普及
することを目的に「まめなかね川柳」を募集したところ、125作品の応
募がありました。たくさんの応募をいただき、ありがとうございました。
　応募作品の中から健康づくり推進協議会において厳正な審査を行い、
入賞作品を決定しましたので発表にあわせて紹介します。

これら入賞作品については、うんなん健康都市宣言の普及を図るうえで活用していきます。
今年度も実施予定ですので、たくさんの方からの応募をお待ちしています。

「まめなかね　声掛けられて　元気出た」

	 	 	 小
お

　畑
ばた

　　　稔
みのる

 さん（掛合町）
　選考理由　・人と人とのおもいやり、やさしさを感じ、絆を深めるのに最適な句である
　　　　　　・住民同士のちょっとした声かけが健康づくりの原点であることを認識できる

「年だから　そんな病いは　無いと聞く」	 板
いた

　垣
がき

　香
こう

　月
げつ

 さん（三刀屋町）
　選考理由　・ポジティブについ笑ってしまう作品で、納得できる表現がポイントとなった

「大またで　歩き百まで　貯
ちょ

筋
きん

力
りょく

」	 	 藤
ふじ

　原
はら

　厚
あつ

　子
こ

 さん（三刀屋町）
　選考理由　・「筋力つけよう」というのを「貯筋」と考えたところがおもしろい

「検診は　輝く生命の　金メダル」	 	 谷
たに

　戸
と

　仁
ひと

　子
こ

 さん（三刀屋町）
　選考理由　・オリンピックブームなので金メダルにつなげているところが良い

　
昨
年
か
ら
、
こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に

広
げ
る
た
め
、
市
全
域
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

こんにちは、

です。

152

保健師保健師保健師保健師
平成29年度　まめなかね川柳　受賞者発表

このコーナーでは、健康づくりに役立つ

情報や身体教育医学研究所うんなんの活

動についてお知らせします！

128

さ
ら
な
る
運
動
普
及
に
向
け
て

地
域
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す

運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
強
化
期
間

最優秀賞

優秀賞	（３点）

『人とのつながりが
希薄な時代だから
こそ、声を掛け合っ
て暮らしたい』と
いう思いを句にしま
した。

17 市報うんなん

雲南市には16ヵ国200人以上の外国籍の方がお住まいです。
『多文化のまち☆うんなん』と題し、外国出身の雲南市民の方をリレー式に紹介します。

第４回

　市では、さまざまな理由で学校に行きにくくなった小中学
生が、家に閉じこもることなく、学校の勉強や体験活動がで
きるよう、旧温泉小学校の校舎を活用して、教育支援センター

（通称「おんせんキャンパス」）を開設しています。
　おんせんキャンパスでは、個人の状況に合わせた学習指導
のほか、温泉地域の皆さんのご支援やご協力のもと、さまざ
まな体験活動を行っています。また、保護者の皆さんの不安
な気持ちを少しでも軽減できるよう、毎月保護者会を開催し、
ネットワークづくりを行っています。

　学校の先生との連絡を密にとり、協力して支援を行ってい
ます。おんせんキャンパスに通ったことで、学校に復帰する
子どもも多く、利用者も少しずつ増えています。
　市の中心地から離れているため、通うのが大変だと思われ
るかもしれませんが、ＪＲ木次駅からの市民バスの本数も多
く、バス料金も無料としています。

 

　子どもたちの不安な気持ちが前向きになり保護者の皆さん
の負担が少しでも解消できるよう、スタッフ一同誠意をもっ
て活動に取り組んでいます。
　施設見学や電話での相談も受け付けています（9:00～
17:00）。どうぞお気軽に問い合わせください。

　問い合わせ先
　　おんせんキャンパス　☎０８５４-４８-０００７
　　　　　雲南市木次町平田506（旧温泉小学校内）

　　キャリア教育推進室　☎０８５４-４０-１０７３

サム・マラーさん（オーストラリア・クイーンズランド州出身）
マラー詩

し の
乃さん（大田市出身・雲南市在住３年）

　グッダイ！（こんにちは）
木次町在住のサム・マラー
です。僕はオーストラリア
のニューイングランド大学
院で第二外国語としての英
語教育を学び、ALT(英語
指導助手)として平成27年
に雲南市に来ました。現在

　雲南市の好きなところは自然が素晴らしいところ！毎日と
ても幸せな気持ちになります。逆に苦手なのは冬が寒いこと。
でも雪が降ったら楽しいですね。違いと言えば、オーストラ
リアでの生活は、日本に比べてとてもリラックスしています。
週末は家族でビーチへ行ったりキャンプをしたり。オースト
ラリア人は、人生は楽しむものと考えています。ここにいて
もそれを忘れたくないですね。僕たちもよく家族で散歩して
います。見かけたらぜひ気軽に声をかけてください。

（詩乃さん）
　雲南市は子育ての環境や小学校が特に良いなと思います。
夫は、まだ日本語は流ちょうではないですが、地域の方が話
しかけてくれたときは、とても嬉しそうです。保育園の送り
迎えや子どもの世話、家のこともよくやってくれ優しいです。
地域みんなで子育てする環境を気に入っていて、地域の行事
や子どもの保護者活動ももっと参加したいと思っています。

　「英語を学ぶのはとても楽しいことを伝えたい」というサムさ
ん。「ライジングサン英語学校」はこの４月木次町新市で本
格的にスタート。クラスは幼児から大人まであり、お楽しみ会な
どの楽しいイベントもあるそうです。

は、妻と木次町で英語学校をしています。
　妻との出会いは、彼女が英語を学びに留学していたときで
した。チャリティーイベントでスタッフとしてテキパキ働く
彼女に僕が一目ぼれしたんです＾＾彼女の家にあいさつに行
く前には日本語で何度も練習しました。僕は当時オーストラ
リアの大学で英語を教えていましたし、彼女も現地の日系企
業で仕事をしていたので悩みましたが、子どもができたこと
で日本行きを決めました。
　英語学校を始めた理由は、ALTとしての仕事は楽しかった
んですが、もっと自分の資格（ケンブリッジ英語教育資格）
を生かして生徒一人ひとりに合った方法で授業が行いたいと
思ったんです。今は、市から委託を受け、多文化講師として
小学校や地域自主組織の訪問もしています。異文化交流を通
じて僕たち外国人も共に地域に住む仲間だと感じてもらいた
いですね。

多文化のまち☆うんなん

おんせんキャンパスをご存じですか？

保護者会の様子

おんせんキャンパスの外観



私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

　
雲
南
市
に
次
の
ご
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

◎
雲
南
市

ふ
る
さ
と
納
税

三み
つ

井い

　
崇た
か

裕ひ
ろ

さ
ん（
広
島
東
広
島
市
）

山や
ま
お
か岡

　
秀ひ
で
あ
き昭
さ
ん（
東
京
都
渋
谷
区
）

加か

藤と
う

由ゆ

き

こ
希
子
さ
ん（
愛
知
県
半
田
市
）

黒く
ろ

田だ

　
康や
す
ゆ
き之
さ
ん（
東
京
都
渋
谷
区
）

道み
ち
ひ
ろ広

　
幸ゆ
き

江え

さ
ん（
岡
山
県
浅
口
市
）

黒く
ろ
か
わ川

　
暘よ
う

右う

さ
ん（
広
島
市
）

十じ
ゅ
う
ば場

　
規の
り
や
す安
さ
ん（
大
阪
府
泉
南
郡
熊
取
町

）

小こ

瀧だ
き

　
範の
り

男お

さ
ん（
広
島
市
）

危
機
管
理
室

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
２
７

　
有
効
期
間
内
の
す
べ
て
の
運
転

免
許
を
自
主
返
納
さ
れ
た
65
歳
以

上
の
方
や
、
身
体
障
害
者
手
帳
等

を
お
持
ち
の
方
な
ど
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
方
に
、
申
請
に
よ
り

市
民
バ
ス
・
市
内
タ
ク
シ
ー
で
利

用
で
き
る
「
優
待
乗
車
券
」
と
市

内
温
浴
施
設
の
「
入
浴
券
」
を
交

付
し
ま
す
。（
総
額
２
万
円
以
内
）

申
請
で
き
る
の
は
、
１
人
１
回
限

り
で
す
。

　
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
危
機
管
理
室
ま
た
は
各
総
合

セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課
へ
問
い
合

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

高
齢
者
等
運
転
免
許
証

自
主
返
納
支
援
事
業

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
方
】

　
自
主
的
に
有
効
期
間
内
の
す
べ

て
の
運
転
免
許
を
返
納
し
、
運
転

免
許
証
の
取
消
の
日
か
ら
起
算
し

て
５
年
以
内
で
、
次
に
該
当
す
る

市
民
の
方
。

◦
65
歳
以
上
の
方

◦�

身
体
障
害
者
手
帳
、
児
童
養
護

施
設
・
知
的
障
害
児
施
設
等
の

児
童
福
祉
施
設
の
料
金
割
引

証
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
、
療
育
手
帳
、
特
定
疾
患
医

療
受
給
者
証
、
戦
傷
病
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方

・�

だ
ん
だ
ん
タ
ク
シ
ー
（
３
０
０
円
）

・�

市
内
の
タ
ク
シ
ー（
１
５
０
０
円
）

市
民
生
活
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　
扶
養
親
族
等
申
告
書
は
、
老
齢

年
金
に
課
税
さ
れ
る
所
得
税
お
よ

び
復
興
特
別
所
得
税
の
計
算
を
行

う
た
め
に
必
要
な
も
の
で
す
。

　
一
定
以
上
の
年
金
額
（
60
歳

以
上
の
方
は
年
額
１
０
８
万
円

公
的
年
金
に
関
す
る
扶

養
親
族
等
申
告
書
の
提

出
は
お
済
み
で
す
か

以
上
、
65
歳
以
上
の
方
は
年
額

１
５
８
万
円
以
上
）
を
受
け
ら
れ

て
い
る
方
に
、
日
本
年
金
機
構
よ

り
昨
年
８
月
か
ら
９
月
に
申
告
書

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
控
除
対
象
と
な
る
配
偶
者
や
扶

養
親
族
が
い
な
い
場
合
で
も
、
受

給
者
本
人
に
か
か
る
基
礎
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

未
提
出
の
方
は
至
急
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
記
入
漏
れ
や
、
提
出
が
な
い
場

合
は
、
扶
養
控
除
等
の
適
用
が
受

け
ら
れ
ず
、
所
得
税
等
が
多
く
源

泉
徴
収
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
お
手
元
に
基
礎
年
金
番
号
が

分
か
る
書
類
を
用
意
し
て
い
た
だ

き
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

日
本
年
金
機
構
松
江
年
金
事
務
所

☎
０
８
５
２-

23-

９
５
４
０

419月 日

食 育 日の
毎月１９日は

健康づくり政策課 ☎0854-40-1040

大
東
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課

☎
０
８
５
４-

43-

８
１
６
０

　
大
東
総
合
セ
ン
タ
ー
移
転
の
た

め
、
４
月
か
ら
移
転
先
の
大
東
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
大
東
町
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
を
行

い
ま
す
。
工
事
中
は
両
セ
ン
タ
ー

と
も
会
議
室
等
の
貸
し
出
し
は
行

い
ま
せ
ん
。
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
な
お
、
大
東
総
合
セ
ン
タ
ー
の

移
転
は
平
成
31
年
５
月
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

大
東
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
大
東
町
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

広 告 枠
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私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

長
寿
障
が
い
福
祉
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
２

　
高
齢
者
や
障
が
い
が
あ
る
方

に
、
市
民
バ
ス
や
市
内
タ
ク
シ
ー

で
使
え
る
優
待
乗
車
券
を
券
面
額

の
半
額
で
交
付
し
、
使
用
い
た
だ

く
こ
と
で
市
民
バ
ス
や
市
内
の
タ
ク

シ
ー
の
利
用
料
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
者
と
手
続
き
】

　
助
成
の
対
象
と
な
る
の
は
普
通

自
動
車
運
転
免
許
を
持
た
な
い
方

で
あ
っ
て
、
次
の
対
象
者
の
い
ず

対象者 確認書類

65歳以上の方
健康保険被保険者証など65歳以上である
ことを確認できる書類

各種手帳をお持ちの方
身体障害者手帳、療育手帳
精神障害者保健福祉手帳、戦傷病者手帳

特定疾患医療受給者証
をお持ちの方

特定疾患医療受給者証

児童福祉施設の料金割
引証をお持ちの方

児童福祉施設の料金割引証

優待乗車券
の種類

交付
価格

年度内
交付上限

100円券
10枚つづり

（1,000円分）
500円 券面額で 

年度内36,000円まで
（交付額で18,000

円分）
500円券
10枚つづり

（5,000円分）
2,500円

※優待乗車券の有効期限は平成32年３月31日まで

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

利
用
料
助
成

れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。
優
待

乗
車
券
の
交
付
手
続
き
は
、
そ
れ

ぞ
れ
次
の
確
認
書
類
を
お
持
ち
の

う
え
、
長
寿
障
が
い
福
祉
課
ま
た

は
各
総
合
セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉

課
、
雲
南
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

対
象
者
の
確
認
は
、
毎
年
度
初

め
て
優
待
乗
車
券
の
交
付
を
受

け
ら
れ
る
と
き
に
行
い
ま
す
。

【
優
待
乗
車
券
が
使
用
で
き
る
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
】（

　）
内
は
1

回
の
乗
車
の
使
用
上
限
額

・
市
民
バ
ス
（
２
０
０
円
）

・
だ
ん
だ
ん
バ
ス
（
３
０
０
円
）

・�

だ
ん
だ
ん
タ
ク
シ
ー
（
３
０
０
円
）

・�

市
内
の
タ
ク
シ
ー（
１
５
０
０
円
）

春の全国交通安全運動

４月６日㈮～４月15日㈰
◦�子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交
通事故防止
◦�自転車の安全利用の推進
◦�全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正し
い着用の徹底
◦�飲酒運転の根絶

雲南市交通安全対策協議会
（危機管理室 ☎0854-40-1027）

４月１０日（火）は
交通事故死ゼロ 
をめざす日です 

島根県 
交通安全キャラクター

「ピー子ちゃん」

市
民
生
活
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　
平
成
30
年
３
月
分
（
４
月
納
付

分
）
か
ら
保
険
料
率
が
次
の
と
お

り
変
更
に
な
り
ま
す
。

健
康
保
険
料
率

　
現
　
行
　
10
・
10
％

　
　
　
　
　
↓

　
変
更
後
　
10
・
13
％

介
護
保
険
料
率

　
現
　
行
　
１
・
65
％

　
　
　
　
　
↓

　
変
更
後
　
１
・
57
％

※�

健
康
保
険
料
率
は
、
都
道
府
県

ご
と
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

※�

介
護
保
険
料
率
は
、
全
国
一
律

と
な
り
ま
す
。

※�

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
（
介

護
保
険
第
２
号
被
保
険
者
）は
、

健
康
保
険
料
率
に
介
護
保
険
料

率
が
加
わ
り
ま
す
。

※�

任
意
継
続
被
保
険
者
の
方
は
、

平
成
30
年
４
月
分
（
４
月
納
付

分
）
か
ら
変
更
に
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
全
国
健
康
保
険
協
会
島
根
支
部

　
☎
０
８
５
２-

59-

５
１
４
０

平
成
30
年
度
全
国
健
康
保

険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

島
根
支
部
保
険
料
率
変
更

広 告 枠
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税
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
４

　
平
成
30
年
度
固
定
資
産
税
（
土

地
・
家
屋
）
の
縦
覧
帳
簿
に
よ
る

縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

【
縦
覧
帳
簿
】

①
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

　（
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、

価
格
を
記
載
）

②
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

　（
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、

構
造
、
床
面
積
、
価
格
を
記
載
）

【
縦
覧
で
き
る
方
】

　
市
内
に
所
在
す
る
土
地
ま
た
は

家
屋
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産

子
ど
も
政
策
課

☎
０
８
５
４-
40-

１
０
４
４

　
子
育
て
と
就
労
の
両
立
を
支
援

す
る
た
め
、
病
気
ま
た
は
病
気
回

復
期
の
子
ど
も
を
一
時
的
に
預
か

る
だ
い
と
う
病
児
・
病
後
児
保
育

施
設
を
４
月
に
大
東
町
下
阿
用
地

内
に
開
設
し
ま
す
。

　
ま
た
、
病
児
・
病
後
児
保
育
施

設
の
開
設
に
併
せ
、
現
在
開
設
中

の
だ
い
と
う
病
後
児
保
育
室
は
こ

の
新
施
設
に
統
合
し
ま
す
。

　
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に

登
録
等
の
手
続
き
が
必
要
で
す
の

で
、
子
ど
も
政
策
課
ま
た
は
だ
い

と
う
病
児
・
病
後
児
保
育
室
へ
相

談
く
だ
さ
い
。

【
場
所
】　

　
大
東
町
下
阿
用
４

－

６
（
ウ
エ

ル
ネ
ス
大
東
店
裏
）

【
開
始
日
】

　
４
月
２
日
㈪
か
ら
利
用
可
能
予
定

【
対
象
児
童
】

　
保
護
者
の
勤
務
等
の
都
合
に
よ

り
家
庭
で
の
保
育
が
困
難
な
場
合

で
、
か
か
り
つ
け
医
が
病
児
保
育

も
し
く
は
病
後
児
保
育
に
適
合
す

る
と
判
断
し
た
乳
幼
児
か
ら
お
お

む
ね
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
児
童

と
し
ま
す
。

【
定

　員
】
４
人

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
3

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら

す
た
め
に
、
高
齢
者
や
家
族
の
方

か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　
認
知
症
に
関
す
る
こ
と
や
介
護

に
つ
い
て
な
ど
、
お
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。

　
お
困
り
の
方
は
、
本
人
・
家
族

を
問
わ
ず
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
り
ま

す
。

税
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
４

　
身
体
障
が
い
者
等
の
た
め
に
利

用
す
る
軽
自
動
車
等
で
、
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請

す
る
と
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ

ま
す
。

【
対
象
】

・�

身
体
障
が
い
者
等
の
た
め
に
使

用
す
る
軽
自
動
車
等
で
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
も
の

・�

そ
の
構
造
が
専
ら
身
体
障
が
い

者
等
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
軽
自
動
車
等

・�

公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す
る

軽
自
動
車
等

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・�

軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書
（
個

人
番
号
ま
た
は
法
人
番
号
の
記

載
が
必
要
で
す
。）

・�

減
免
申
請
内
容
が
確
認
で
き
る

書
類
（
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦

傷
病
者
手
帳
・
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
・
療
育
手
帳
の
写

し
等
）

・�

該
当
車
両
の
車
検
証
の
写
し

・�

運
転
す
る
方
の
運
転
免
許
証
の

写
し

・�
委
任
状
（
代
理
人
の
方
が
提
出

さ
れ
る
場
合
）

・�

納
税
義
務
者
の
個
人
番
号
が
確

土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

病
児
保
育
施
設
開
設
お
よ
び

だ
い
と
う
病
後
児
保
育
室
移
転

高
齢
者
に
か
か
る

相
談
窓
口

軽
自
動
車
の
減
免

申
請

【
利
用
日
】

　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
（
祝

日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

【
利
用
時
間
】

　
８
時
か
ら
18
時
ま
で

【
利
用
料
金
】

　
１
回
１
５
０
０
円
（
食
事
な
し

の
場
合
は
１
２
０
０
円
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
だ
い
と
う
病
児
・
病
後
児
保
育

室
つ
く
し

　
☎
０
８
５
４-

43-

８
８
１
５

　センター名 　対象地域

地域包括支援センター
☎ 0854-40-1043

木次町・三刀屋町・
吉田町・掛合町・市
内全域

地域包括支援センター大東
☎ 0854-43-5671

（夜間は本庁に転送となります）
大東町・加茂町

高齢者虐待・認知症徘徊（ＳＯＳ）専用
☎0854-40-1066（24時間対応）

市内全域

認
で
き
る
も
の（
番
号
カ
ー
ド
・

通
知
カ
ー
ド
等
）

・�

提
出
さ
れ
る
方
の
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
等
）

【
受
付
期
間
】

　
４
月
２
日
㈪
か
ら
５
月
31
日
㈭

ま
で
に
税
務
課
ま
た
は
各
総
合
セ

ン
タ
ー
市
民
福
祉
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

【
留
意
事
項
】

　
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
一
人
の
障
が
い
者
等
に
対
し

て
普
通
自
動
車
、
軽
自
動
車
を
問

わ
ず
一
台
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
税
務
課
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
生
活
課

☎
０
８
５
４-

40-
１
０
３
１

　
今
年
度
も
国
主
催
の
慰
霊
巡
拝

が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。
実
施

地
域
は
、
ロ
シ
ア
、
中
国
東
北
地

方
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
北
ボ

ル
ネ
オ
、ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、ミ
ャ

ン
マ
ー
、
パ
ラ
オ
諸
島
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、硫
黄
島
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
参
加
条
件
や
遺
族
要
件

な
ど
詳
し
く
は
、
島
根
県
高
齢
者

福
祉
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
島
根
県
高
齢
者
福
祉
課

　
☎
０
８
５
２-

22-

６
７
５
８

平
成
30
年
度
慰
霊

巡
拝
実
施
予
定

20市報うんなん

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
室

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
７
３

　
平
成
30
年
度
も
小
中
学
生
が
市

民
バ
ス
・
だ
ん
だ
ん
タ
ク
シ
ー（
デ

マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
）・
吉

田
だ
ん
だ
ん
バ
ス
（
デ
マ
ン
ド
型

バ
ス
）
に
自
由
に
乗
る
こ
と
が
で

き
る
パ
ス
ポ
ー
ト
「
ふ
る
さ
と
雲

南
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
探
検
パ
ス
ポ
ー

ト
」（
通
称
「
キ
ョ
ロ
パ
ス
」）
を

販
売
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
販
売
時
期
や
金
額
、

利
用
可
能
期
間
が
変
わ
り
ま
す
の

で
、
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
よ

く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

社
会
教
育
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
７
３

　
今
年
は
永
井
隆
博
士
生
誕

１
１
０
年
に
あ
た
り
、
博
士
の
誕

生
日
で
あ
る
２
月
３
日
に
は
長
崎

『
キ
ョ
ロ
パ
ス
』
が

変
わ
り
ま
す

生
誕
１
１
０
年
永な
が

井い

隆た
か
し

記
念
館
無
料
開
放

税
の
納
税
者

※�

土
地
（
家
屋
）
の
み
を
所
有
し

て
い
る
方
は
、
土
地
（
家
屋
）

の
縦
覧
帳
簿
だ
け
が
縦
覧
で
き

ま
す
。
免
税
点
未
満
の
方
は
縦

覧
で
き
ま
せ
ん
。

【
縦
覧
日
時
】

　
４
月
２
日
㈪
か
ら
５
月
31
日
㈭

ま
で

　
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）

【
縦
覧
場
所
】

　
税
務
課
（
市
全
域
）

　
各
総
合
セ
ン
タ
ー
（
該
当
町
の

み
）

学
校
：
4
月
16
日
㈪
か
ら
19
日
㈭

ま
で

市
役
所
：
教
育
委
員
会
で
随
時

【
利
用
期
間
】

　
４
月
28
日
㈯
か
ら
１
月
７
日
㈪

ま
で

【
対
象
】
市
内
の
小
中
学
生

【
金
額
】
５
０
０
円

【
購
入
方
法
】

　
各
小
中
学
校
に
募
集
用
紙
を
配

布
し
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
利
用

く
だ
さ
い
。

観
光
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
４

　
雲
南
市
、
安
来
市
、
奥
出
雲
町

で
つ
く
る
鉄
の
道
文
化
圏
推
進
協

議
会
で
は
、
市
内
で
製
造
加
工
さ

れ
た
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
提
供

さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
、
日
本
遺

産
「
出い
ず
も
の
く
に

雲
國
た
た
ら
風
土
記
」
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
活
用
い
た
だ
く

事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
活

用
い
た
だ
く
に
は
事
前
の
届
け
出

が
必
要
で
す
。
活
用
い
た
だ
く
と

「
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
所
」
と
し
て

各
種
媒
体
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

鉄
の
道
文
化
圏
推

進
協
議
会
パ
ー
ト

ナ
ー
事
業
所
募
集

き
ま
す
。

　
使
用
ル
ー
ル
お
よ
び
届
出
書
は

鉄
の
道
文
化
圏
推
進
協
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。（http://tetsunom

ichi.gr.jp

）

　
詳
し
く
は
、
観
光
振
興
課
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
】

　
雲
南
住
宅
管
理
事
務
所
に
備

え
る
申
込
用
紙
に
所
定
の
事
項

を
記
入
し
、必
要
な
書
類
等（
住

民
票
・
所
得
課
税
証
明
書
等
）

を
確
認
の
う
え
、
直
接
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

建
築
住
宅
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

◆
市
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】

　
４
月
５
日
㈭
か
ら
４
月
12
日
㈭

17
時
締
切

【
募
集
団
地
】

　
４
月
１
日
㈰
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
４
月
２
日
㈪
に
島
根
県
住
宅

供
給
公
社
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
。

【
選
考
方
法
】

　
選
考
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し

ま
す
。

◆
県
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】
随
時
募
集

市
営
・
県
営
住
宅

の
入
居
者
募
集

【
募
集
団
地
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
選
考
方
法
】

　
先
着
順
に
よ
り
入
居
者
を
決
定

し
ま
す
。

◆�

公
社
定
住
促
進
賃
貸
住
宅
（
グ

ラ
ン
デ
・
ベ
ル
ポ
ー
ト
等
）
空

家
入
居
者

【
募
集
期
間
】
随
時
募
集

【
募
集
団
地
】

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
島
根

県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
随
時
掲
載
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　雲
南
住
宅
管
理
事
務
所
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
雲
南
住
宅
管
理
事
務
所

　
８
時
30
分
か
ら
19
時
ま
で（
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
）

　
☎
０
８
５
４-

47-

７
１
５
１

市
で
記
念
行
事
が
行
わ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。
雲
南
市
で
も
博
士
の
生

誕
１
１
０
年
を
記
念
し
永
井
隆
記

念
館
展
示
室
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

　
な
お
、
永
井
隆
記
念
館
は
５
月

28
日
か
ら
休
館
し
、
現
在
の
建
物

を
取
り
壊
し
、
平
成
31
年
度
建
設

工
事
を
行
う
予
定
で
す
。
47
年
間

親
し
ま
れ
た
記
念
館
に
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
無
料
期
間
】

　
４
月
１
日
㈰
か
ら
５
月
27
日
㈰

ま
で

【
休
館
】

　
５
月
28
日
㈪
か
ら
平
成
32
年
４

月
末
ま
で
（
予
定
）
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松
江
地
方
法
務
局
出
雲
支
局

☎
０
８
５
３-

22-

９
８
０
４

　
松
江
地
方
法
務
局
で
は
、
雲
南

合
同
庁
舎
１
階
に
「
雲
南
法
務
局

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
法
務
局
登

記
証
明
コ
ー
ナ
ー
）」
を
開
設
し
、

土
地
・
建
物
の
登
記
事
項
証
明
書
、

会
社
・
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書

お
よ
び
印
鑑
証
明
書
の
交
付
事
務

を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
自
宅

や
事
務
所
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

り
請
求
し
た
登
記
事
項
証
明
書
等

を
同
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
窓
口
で

受
け
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で

併
せ
て
利
用
く
だ
さ
い
。

【
設
置
場
所
】

　
雲
南
合
同
庁
舎
１
階
（
木
次
町

里
方
）

【
取
扱
時
間
】

　
９
時
か
ら
正
午
ま
で
、
13
時
か

ら
16
時
30
分
ま
で
（
土
・
日
・
祝

日
は
除
く
）

雲
南
法
務
局
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
を
利
用
く
だ
さ
い

「雲南市ふるさと納税」返礼品提供事業者および返礼品の
企画提案を募集します ! !
　雲南市ふるさと納税で、雲南市の魅力発信につながる商品やサービスをふるさと納税の返礼品として有
償で提供していただく事業者および返礼品の企画提案を募集します。

　ふるさと納税とは、「ふるさとを応援したい」という思いをお持ちの方が、「寄附」を通じて、まち
づくりを応援する制度です。寄附された方は、一定の所得税および住民税の控除が受けられます。市
外在住の方へお礼の品を贈ります。市民の皆さんには、ふるさと雲南の未来へ向けて、お知り合いや
ご親戚の皆さんにＰＲいただきますようお願いします。

問い合わせ先　政策推進課　☎ 0854-40-1011 ／mail：seisakusuishin@city.unnan.shimane.jp

農
林
土
木
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
３

各
種
基
盤
整
備
事
業

　
土
地
改
良
事
業
を
計
画
さ
れ
る

際
は
相
談
く
だ
さ
い
。

【
事
業
内
容
】

　
ほ
場
整
備
、
暗あ
ん
き
ょ渠
排
水
、
用
排

水
、
土
層
改
良
、
農
作
業
道
等
、

農
地
造
成
、
農
用
地
の
保
全

【
実
施
要
件
】

・
農
振
農
用
地
区
域
内

・
受
益
者
２
戸
以
上

・
そ
の
他
実
施
事
業
毎
に
要
件
有

【
地
元
負
担
率
】
20
％

市
単
土
地
改
良
事
業
補
助
金

　
土
地
改
良
事
業
に
対
し
、
市
が

補
助
金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

【
対
象
事
業
】

　
ほ
場
整
備
、
暗あ
ん
き
ょ渠
排
水
、
用
排

水
、
客
土
、
か
ん
が
い
排
水
、
換

地
、老
朽
た
め
池
補
強
、農
道
（
幅

員
２
㍍
以
上
）

【
補
助
対
象
事
業
費
】 

　
10
万
円
以
上
、
１
０
０
万
円
以

下【採
択
基
準
】

・
当
該
事
業
費
10
万
円
以
上

【
補
助
金
交
付
率
】

　
一
　
般
　
３
／
10

　
農
地
所
有
適
格
法
人
お
よ
び
認

定
農
業
者
　
１
／
３

各
種
土
地
改
良

事
業
紹
介

事業者応募資格
　次の要件を全て満たすもの
　・�本社（本店）または事業所が市内にある企業および個人事業者等、または
市内で原材料を栽培および採取した産品を生産する事業者等

　・返礼品応募時に市税等の滞納のない事業者等
　・�代表者等が暴力団による不当な行為の防止等に関する法律に掲げる暴力団
　　の構成員等でないこと
返礼品の要件
　次の要件を全て満たすもの
　・市の魅力の体感やＰＲにつながる要素を持った商品およびサービスである
　　こと
　・�市内で生産、製造、または加工されているもの、市内の原材料を使用しているものまたは市内で提
　　供されているサービスのいずれかに該当すること
　・金銭類似性の高いもの（プリペイドカード、商品券等）でないこと
　・資産性の高いものでないこと
募集期間
　随時　（応募方法など、詳しくは問い合わせください。）
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医
療
介
護
連
携
室

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
０

　
雲
南
市
休
日
診
療
に
つ
い
て

は
、
４
月
よ
り
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

【
４
月
か
ら
11
月
ま
で
】

　
午
前
の
み
（
９
時
か
ら
13
時
ま

で
）

【
12
月
か
ら
３
月
ま
で
】

　
終
日
（
９
時
か
ら
17
時
ま
で
）

　
休
日
診
療
は
、
日
曜
日
に
雲
南

医
師
会
の
医
師
が
、
雲
南
市
立
病

院
で
行
い
ま
す
の
で
、
急
な
発
熱

が
あ
る
な
ど
、
心
配
な
と
き
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
末

年
始
・
連
休
の
日
曜
日
は
除
き
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

雲
南
市
休
日
診
療

【休日診療実施日程表】※全て日曜日

午前のみ
９時～13時

４月 1、8、15、22日

５月 13、20、27日

６月 3、10、17、24日

７月 1、8、22、29日

８月 5、19、26日

９月 2、9、30日

10月 14、21、28日

11月 11、18、25日

終日
９時～17時

12月 2、9、16日

１月 6、20、27日

２月 3、17、24日

３月 3、10、17、24、31日

【休日診療体制】
場 所 雲南市立病院内科外来
診 療 科 内科（小児科含む）

連 絡 先 雲南市立病院
☎0854－47－7500

※�受診の際は必ず雲南市立病院へ電話連絡の
上、お越しください。
※�保険証、各種医療費助成受給者証、お薬手帳
をお持ちください。

　
ま
た
、
病
状
に
よ
っ
て
は
、
雲

南
市
立
病
院
の
救
急
外
来
で
対
応

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
日
程
、
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

年金出張相談

平成30年４月から
　出張相談での年金手続き・相談は予約制となります。

問い合わせ先　市民生活課　☎0854-40-1031

相談日 場　所

５月16日㈬

雲南市役所本庁舎
２階　205・206 会議室

７月12日㈭

９月12日㈬

11月14日㈬

予約は「前日 ( 前営業日 ) までにお願いします」

予約相談開始時間　10:00 ～ 14:45（終了予定 15:30）

予約・問い合わせは、
松江年金事務所へお気軽に

予約ダイヤル
 簡単予約

　　の手順

①年金手帳など基礎年金番号の分かるものを準備ください。

② 0852-23-9540 へ電話をしてください。

③音声案内が流れますので「1」の後に「2」を選択してください。

④担当者に「雲南市役所での出張相談予約」と伝えてください。

⑤担当者の質問に答えてください。

0852-23-9540
予約ダイヤル
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資格取得・喪失の届出を！

　4月は就職、離職、転出等で国民健康保険の資格の取得や喪失が最も多くなる時期です。
　特に就職、離職に伴う国民健康保険の手続きを忘れられることが多くあります。
　これまで会社の健康保険に加入されていた方が離職した場合は、取得手続が必要です。また、国民健康
保険に加入されていた方が就職等により会社の健康保険に加入された場合は、国民健康保険の喪失手続が
必要です。忘れずに手続きを行ってください。

　平成 30年４月１日から島根県と雲南市が一緒に国保を運営します。
　財政運営の責任主体は島根県に変わりますが、届け出や保険料の納付、医療の受け方はこれまでどおり
です。

入院中の食事代の標準負担額が改正されます
　入院中の食事代について、住民税課税世帯は１食当たり360円を自己負担していますが、平成30年４
月から460円となります。

65歳以上の人が療養病床に入院したときの居住費が改正されます
　65歳以上の人で入院医療の必要性が高い人が療養病床に入院したときは、食費と居住費として定めら
れた標準負担額を自己負担していますが、このうち居住費について平成30年４月より医療区分にかかわ
らず370円となります。

問い合わせ先　市民生活課　☎0854-40-1031

こんなとき 届出に必要なもの

資
格
取
得
・
変
更

ほかの市区町村から転入してきた 他の市区町村の転出証明書、印鑑

職場の健康保険をやめた 職場の健康保険をやめた証明書、印鑑

職場の健康保険の被扶養者から外れた 被扶養者でない理由の証明書、印鑑

子どもが生まれた 親の保険証、母子健康手帳、印鑑
同じ市区町村内で住所が変わった
世帯主や氏名が変わった
世帯が分かれたり、一緒になった

国民健康保険加入者全員の保険証、印鑑

修学のために別に住所を定める 該当者の保険証、在学証明書、印鑑

生活保護を受けなくなった 保護廃止決定通知書、印鑑

外国籍の人が加入する 外国人登録証明書

資
格
喪
失

他の市区町村に転出する 保険証、印鑑
職場の健康保険に加入した
職場の健康保険の被扶養者になった

国保と職場の健康保険の両方の保険証（未交付の場合
は加入を証明するもの）、印鑑

国保の被保険者が死亡した 保険証、死亡を証明するもの、印鑑

生活保護を受けるようになった 保険証、保護開始決定通知書、印鑑

外国籍の人がやめる 保険証、外国人登録証明書
※�マイナンバー利用開始に伴い、国民健康保険の手続きで届出や申請書に個人番号の記載と運転免許証等での本人確
　認が必要となります。

国民健康保険　こんなときは届出を！

　交通事故などの第三者行為で、けがなどをした場合も国保で医療を受けることができます。国保で治療
を受けた場合は、必ず「第三者行為による傷病届」を提出してください。ただし、加害者から治療費を受
け取ったり、示談をすませたりすると国保が使えなくなります。示談の前に必ず相談ください。

交通事故にあったとき
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税金等の納付は便利で確実な口座振替をおすすめします！

環境政策の推進に向けて

　税金や保険料等の納付は便利な口座振替をおすすめしています。納め忘れがなく、毎月金融機関へ行く
必要がありません。また、納付額が通帳に記載されるため、納付記録にもなります。

　市では、平成28・29年度の２ヵ年をかけて現在の環境基本計画（平成20年３月策定）を見直し、今後
10年の環境ビジョンを想定した「第２次雲南市環境基本計画」の策定に取り組んできました。
　計画の原案は、平成29年10月に雲南市環境審議会に諮問され、４回にわたって審議が行われました。
このほど、同審議会で意見が取りまとめられ、平成30年２月28日に伊

い

藤
とう

勝
かつ

久
ひさ

委員長から速水市長に答申
書が手渡されました。
　答申の際、伊藤委員長より「この計画の推進体制の構築を速やかに行っていただき、社会状況の変化に

問い合わせ先　債権管理対策課　☎ 0854-40-1035

問い合わせ先　環境政策課　☎0854-40-1033

☆口座振替の手続きは、取扱い金融機関の窓口でできます。
　○必要なもの……①預貯金通帳　②通帳届出印
　※口座振替依頼書は、市内の取扱い金融機関（山陰合同銀行、島根県農業協同組合、しまね信用金庫、
　　島根銀行、中国労働金庫、ゆうちょ銀行）の窓口に備え付けてあります。
【毎月の納期】
　振替日は毎月末日（12月は25日）です。また、末日に振替ができない場合は、翌月15日に再振替します。
　ただし、振替日が金融機関の休業日に当たるときは翌営業日となります。

※毎月分（料）…保育所保育料・認定こども園保育料、幼稚園保育料、学校給食費、住宅使用料、上・下水道使用料

【注意】
　・口座の預貯金残高が不足していますと振替ができませんので、預貯金残高に注意してください。
　・軽自動車を取得された方など、新たに税金が発生する方はお早めに手続きをお願いします。
　・口座振替の手続きが遅れると、次の月からの振替となります。

　 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
毎　月　分　（料）　※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市 県 民 税 　 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 　 ○ 　 　

固 定 資 産 税 　 ○ 　 ○ 　 　 　 　 ○ 　 ○ 　

軽 自 動 車 税 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

国 民 健 康 保 険 料 　 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　○

後期高齢者医療保険料 　 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　○

柔軟に対応し、その都度見直しに努めていただきたい」と申
し添えられ、市長からは「平成30年度に環境基本条例の制
定をめざす。今回の答申の附帯意見について、推進体制をしっ
かり立ち上げ、計画を推進していきたい」と回答をしました。
　市では答申の内容を計画（案）に盛り込むとともに、3月
末までに成案として取りまとめ、市民・事業所・行政が主体
となってそれぞれが連携・協働し、雲南市の環境政策の推進
に向けて取り組みます。 速水市長（左）に答申書を手渡す伊藤委員長（右）
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平成30年度警察官等採用試験

問い合わせ先　雲南警察署　総務課　☎ 0854-45-0110

試験名 申込受付期間 第 1 次試験日 第 1 次試験合格発表日 第 2 次試験日 最終合格発表日

警察官（大学卒）第１回 
｢平成30年10月採用｣ も実施

３月12日㈪ 
   ～４月20日㈮ ５月13日㈰ ５月29日㈫ ６月中旬 

～下旬 ７月上旬

県職員（大学卒業程度） 
大卒程度一般職採用試験 
 （警察事務等）

５月２日㈬ 
   ～５月25日㈮ ６月24日㈰

【行政】 
 ７月19日㈭ 

【行政以外】 
 ７月６日㈮

７月下旬 
～８月上旬 ８月中旬

警察官（大学卒）第２回 ５月14日㈪ 
   ～６月13日㈬ ７月８日㈰ ７月27日㈮ ８月下旬 ９月上旬

警察官（高校卒業程度） ７月23日㈪ 
   ～８月24日㈮ ９月16日㈰ 10月５日㈮ 10月下旬 11月中旬

県職員（高校卒業程度） 
高卒程度一般職採用試験
 （警察事務等） 
県職員（資格免許職）

７月23日㈪ 
   ～８月24日㈮ ９月23日㈰ 10月５日㈮ 10月下旬 11月中旬

警察官
（大学卒・10月採用）

男性　12人
女性　３人

大学卒業者で平成30年４月１日現在、満33歳以下（平成30年９
月卒業見込者を含む）

警察官
（大学卒・４月採用）

男性　25人
女性　５人

大 学 卒 業 者 で 平成31年４月１日現在、満33歳以下（平成31年３
月卒業見込者を含む）

武　道
（大学卒）

１人
大 学 卒 業 者 で 平成31年４月１日現在、満26歳以下（平成31年３
月卒業見込者を含む）かつ柔道または剣道の段位３段以上の男性

警察官
（高校卒業程度）

未　定
平成31年４月１日現在、満18歳以上33歳以下（大学卒業者また
は平成31年３月大学卒業見込者を除く）

武　道
（高校卒業程度）

未　定
平成31年４月１日現在、満18歳以上26歳以下（大学卒業者または平
成31年３月大学卒業見込者を除く） かつ柔道または剣道の段位３段
以上の男性（柔道は平成31年３月高校卒業見込者に限り２段以上）

○インターネットによる申し込み
　申込受付期間中にインターネットで申し込
む場合は、
　http://www.pref.shimane.lg.jp/jinjiiinkai/
から申込画面上の注意事項をよく確認の上、
申し込みください。（持参または郵送による
申し込みより受付期間が短くなりますので、
注意してください。）

○持参または郵送による申し込み
　受験申込書は、雲南警察署、最寄りの交番・
駐在所、島根県警察本部、島根県人事委員会、
県内各県民センターで交付を受け、必要事項
を記入し、申込受付期間中に島根県人事委員
会まで持参または郵送してください。

～申し込み方法～

受験資格・採用予定人員

▲ �島根県警察本部
　採用案内ページ

戦う強さ。寄り添う優しさ。
島根を守る警察官になりませんか？
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人
権
を
考
え
る
シ
リ
ー
ズ  

①

　
21
世
紀
は
「
人
権
の
世
紀
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
雲
南
市
人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
大
切
な
「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
、〈
人
権
を

考
え
る
シ
リ
ー
ズ
〉
を
掲
載
し
ま
す
。

　
第
１
回
は
「
人
権
の
大
切
さ
と
差
別
」
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

　
　人
権
の
大
切
さ
と
差
別

　
人
間
は
誰
し
も
自
分
の
人
権
は
尊
重
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
権
が
傷
つ
け
ら
れ
、
差

別
さ
れ
る
こ
と
は
と
て
も
嫌
な
こ
と
だ
か
ら
で
す
。
人
権
は
そ
れ
ぞ
れ
何
物
に
も
替
え
難
い
尊
い
も

の
で
す
。

　
人
間
に
は
い
ろ
い
ろ
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
容
姿
や
個
性
の
違
い
、
出
自
や
性
別
の
違
い
、
障
が

い
の
あ
る
無
し
の
違
い
、
社
会
的
立
場
の
違
い
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
み
ん
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
違
い
が
差
別
に
な
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
違
い
を
互
い
に
認
め
合
っ
て
共
生
し
て
い

く
こ
と
が
「
人
権
の
時
代
」
の
生
き
方
な
の
で
す
。

　
金か
ね

子こ

み
す
ゞ
さ
ん
の
詩
に
あ
る
よ
う
に
「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
。」
の
で
す
。
人
権

に
軽
重
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
、
現
実
に
は
意
外
と
人
権
に
つ
い
て
関
心
が
薄
か
っ
た
り
、
他
人
事
に
な
っ
て
い
る
向

き
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
人
権
に
は
敏
感
で
も
、
他
人
の
人
権
に
は
鈍
感
と
い
う
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
な
面
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
人
間
は
誰
し
も
等
し
く
尊
重
さ
れ
る
べ
き
人
権
を
も
つ
存
在
な

の
で
す
。
そ
う
は
い
っ
て
も
現
実
に
は
人
権
を
傷
つ
け
る
差
別
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

　
私
た
ち
の
心
の
中
に
は
、
優
越
感
や
傲
慢
さ
、
排
除
心
や
狭
隘
な
心
、
ね
た
み
意
識
、
そ
し
て
無

知
や
偏
見
な
ど
人
間
と
し
て
至
ら
な
さ
や
醜
い
心
が
あ
り
、
そ
れ
が
時
に
は
人
を
差
別
し
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
の
過
去
は
差
別
い
っ
ぱ
い
の
歴
史
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
差
別
を

ク
リ
ヤ
ー
し
な
い
ま
ま
に
、
過
去
の
差
別
を
今
な
お
引
き
ず
っ
て
い
る
面
も
あ
り
ま
す
。

　
差
別
は
人
の
心
に
傷
を
つ
け
、そ
の
こ
と
で
反
発
を
招
い
た
り
、快
く
思
わ
れ
な
か
っ
た
り
し
て
、

人
間
関
係
を
阻
害
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
従
っ
て
、私
た
ち
は
人
権
問
題
や
差
別
の
問
題
に
関
心
を
も
ち
、人
権
に
つ
い
て
知
る
努
力
を
し
、

学
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
人
権
の
学
び
は
、
実
は
「
自
分
の
人
間
学
」
で
も
あ
る
の
で
す
。

【
問
】人
権
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４-

42-

１
７
６
７

フリマサービスでのトラブルに御注意
－個人同士の取引であることを十分理解しましょう－

①�フリマアプリで購入した商品が偽物だったのに出品
者に返品に応じてもらえず、アプリ運営事業者に相
談したら「当事者間で話し合うように」と言われた。
②�フリマアプリで洋服を出品したが、購入者から「商
品が届かない」と苦情を受けた。
③�中学生の息子がフリマアプリで酒を購入していた。
未成年者が酒を購入できる仕組みは問題ではない
か。

①�フリマアプリは個人同士の取引であり、トラブル
解決には当事者間で図る事が求められている点を
理解して利用しましょう。
②�利用規約等で禁止されている行為は絶対に行わな
いようにしましょう。
③�未成年者がフリマサービスを利用する場合は家族
等で利用方法を十分話し合いましょう。

アドバイス
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ケーブルテレビのデータ放送でラジオ放送開始ケーブルテレビのデータ放送でラジオ放送開始
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掛合総合センターおよび
　　　　　掛合交流センターが移転します

移転する施設… ……………………………………………………
　掛合総合センター
　掛合交流センター
　掛合図書センター（掛合交流センター内）
　かけや児童クラブ（掛合交流センター内）

所在地… ………………………………………………………………
　雲南市掛合町掛合2151番地1
電話番号………………………………………………………………
　掛合総合センター（代表）：0854－62－0300
　掛合交流センター　　　……：0854－62－0189

※電話番号は変更ありません　

掛合体育館

現掛合総合
センター
現掛合総合
センター

現掛合交流
センター
現掛合交流
センター

島根県立三刀屋
高等学校　掛合分校

雲南市立
掛合中学校

新掛合総合センター
新掛合交流センター
新掛合総合センター
新掛合交流センター

佐中

位置図

　雲南夢ネット自主放送チャンネル（112ch：サブチャンネル）のデータ放送を活用して３月下旬よりラジオ放送を
聴くことができるようになりました。
　なお、ラジオ放送の開始に伴い、雲南夢ネット自主放送チャンネル（111ch：主チャンネルおよび 112ch：サブチャ
ンネル）のデータ放送画面のデザインが一部変更になります。

 放送を開始するラジオ放送　 ・NHK-FM　・エフエム山陰
 ラジオ放送を聴くには　　　 ①主チャンネル（111ch）の「ラジオ」ボタンを選択して「決定」ボタンを押してく
　　　　　　　　　　　　　　　ださい
 　　　　　　　　　　　　　 ②サブチャンネル (112ch) の画面左側にあるラジオ局ボタンを選択して「決定」ボ
　　　　　　　　　　　　　　　タンを押してください

【問】情報政策課　☎0854－40－1015

４月23日（月）から業務を開始します

②聴きたいラジオ放送を選択します

　市からのお知らせなどの画面に戻るには、
111chを選択します

サブチャンネル
（112ch）

①「ラジオ」を選択

季節限定情報

主チャンネル
（111ch）
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三
刀
屋

支援センター　

三刀屋子育て支援
センター 赤ちゃん広場 19日㈭ 10:00 ～ 10:30

問い合わせ先 

▲

三刀屋子育て支援センター ☎45-9500

市立図書室の利用案内
三刀屋図書室　“うちらの本箱”（永井隆記念館内）
　電　　話：0854－45－2239
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週月曜日
　おはなし会：７日（土）10:00 ～、18日（水）14:30 ～
　　　　　　三刀屋子育て支援センター　25日（水）10:00 ～
吉田図書室（吉田交流センター内）
　電　　話：0854－74－0219
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週日曜日、祝日

掛合図書センター“陽だまり館”
� （掛合交流センター内）
　電　　話：0854－62－0189
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週日・月曜日、祝日
　　　　※１日～ 22日は移転作業のため休館
　　　　※23日（月）は開館します。

木次図書館�　☎0854-42-1021　開館時間：10:00～18:00
 ４月の休館日  
　毎週月曜日、29日（日・祝）
　振替休館：５月１日（火）、月末整理休館：５月２日（水)
 イベント案内 
　☆よみかたりのじかん　毎週木曜日　14:30 ～
　☆はじめの一歩のおはなし会　22日（日）14:00 ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大東図書館　　☎0854-43-6131（開館準備中のため、電話に出られない場合がありますのでご了承ください。）

　大東図書館は増改築整備中のため休館しています。
開館予定：６月24日（日）から

　皆さんにはご不便をおかけしますが、ご理解ご協力の程よろしくお願いします。
※本の返却は、大東図書館玄関横の返却ポストを利用ください。

 イベント案内 
　☆こぐまちゃんくらぶ（わらべうた遊びの会　対象：乳幼児と家族の方）
　　　休館に伴い会場を変更し、下記の日程で開催します。
　　会　場：阿用交流センター 図書室
　　開催日：９日（月）、23日（月）10:30 ～
　　※参加された方には、乳幼児向けえほんの貸出も行います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
加茂図書館� ☎0854-49-8739　開館時間：10:00 ～ 18:00
 ４月の休館日  
　毎週木曜日、29日（日・祝）、30日（月・振替休日）
　月末整理休館：５月１日（火)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新着の本（抄）市内図書館どこでも借りることができます。貸出中の場合は予約（取

り寄せ含む）ができます。各館へ問い合わせください。

▼雲
うん

南
なん
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ほ
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ぞん

会
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 編「想い出の木次線」▼根
ね

本
もと

裕
ひろ

幸
ゆき

「敏感すぎるあなたが７日間で自己肯定感をあげる方法」▼松
まつ

原
ばら

惇
じゅん

子
こ

「女、
60歳からの人生大整理」▼日

にっ
経
けい

ナショナルジオグラフィック 編「最強の
帝国　覇者たちの世界史」▼姜

かん
 尚

さん
中
じゅん

「維新の影　近代日本一五〇年、思
索の旅」▼プーチン 述「オリバー・ストーン　オン　プーチン」▼半

はん
藤
どう

一
かず

利
とし

「憲法を百年いかす」▼柴
しば

田
た

武
たけ

男
お

 編「奨学金借りるとき返すときに
読む本」▼浦

うら
上
かみ

克
かつ

哉
や

「運転を続けるための認知症予防」▼いとうせいこう
「『国境なき医師団』を見に行く」▼黒

くろ
柳
やなぎ

徹
てつ

子
こ

 選「読むパンダ」▼堀
ほり

江
え

昭
あき

佳
よし

「血流がすべて整う食べ方」▼樋
ひ

口
ぐち

 進
すすむ

「スマホゲーム依存症」▼浅
あさ

田
だ

真
ま

央
お

「浅田真央 私のスケート人生」▼阿
あ

川
がわ

佐
さ

和
わ

子
こ

「オンナの奥
おう

義
ぎ

　無敵
のオバサンになるための33の扉」▼佐

さ
野
の

洋
よう

子
こ

「ヨーコさんの“言葉”ふっ
ふっふ」▼藤

ふじ
原
わら

正
まさ

彦
ひこ

「常識は凡人のもの」▼岡
おか

野
の

雄
ゆう

一
いち

「ペコロスの母の忘
れもの」▼蒼

あお
井
い

 碧
べき

「オーパーツ死を招く至宝」▼石
いし

井
い

遊
ゆう

佳
か

「百
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年
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泥
どろ
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荻
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原
わら

 浩
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かい

馬
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ぽ

」▼京
きょう

極
ごく

夏
なつ

彦
ひこ

「ヒトごろし」▼今
こん

野
の

 敏
びん

「隠蔽捜査⑦
棲
せい

月
げつ

」▼佐
さ

々
さ

木
き

 譲
じょう

「英
えい

龍
りゅう

伝
でん

」▼武
たけ

川
かわ

 佑
ゆう

「虎の牙」▼中
なか

山
やま

七
しち

里
り

「護られな
かった者たちへ」▼西

にし
尾
お

維
い

新
しん

「忘却探偵シリーズ⑩掟
おきて

上
がみ

今
き ょ う
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こ

の色見本」
▼野

の
口
ぐち

武
たけ

彦
ひこ

「元
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禄
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六
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花
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」▼葉
は

室
むろ

 麟
りん

「玄
げん

鳥
ちょう

さりて」▼道
みち

尾
お

秀
しゅう

介
すけ

「風神の手」
▼群

むれ
 ようこ「パンとスープとネコ日和④婚約迷走中」▼山

やま
本
もと

一
いち

力
りき

「損
そん

料
りょう

屋
や

喜
き

八
はち

郎
ろう

始
し

末
まつ

控
ひか

え④牛
うし

天
てん

神
じん

」▼薬
やく

丸
まる

 岳
がく

「刑事の怒り」

掛
　合

支援センター (分室：掛合体育館)
分室 お話の日 13日㈮ 10:30 ～ 11:00

入間交流センター お花見会 18日㈬
（要予約・〆切11日） 10:00 ～ 12:00

夢の子園 夢の子園開放日 25日㈬   9:00 ～ 11:00
問い合わせ先 

▲

掛合子育て支援センター 080-2909-4713

吉 

田
社協子育てサロン（あいあいクラブ）

吉田健康福祉センター フリースペース♪ 25日㈬   9:30 ～ 11:30

問い合わせ先 

▲

雲南市社会福祉協議会吉田支所 ☎74-0078

木
　次

支援センター

木次子育て支援
センター

ドレミちゃん（手遊び・歌・おはなし）（要予約）  ５日㈭ 10:30 ～
木次桜土手花見
（天気開花状況により変更有、要予約）  ６日㈮ 10:00 ～
赤ちゃんおはなし会（要予約） 11日㈬ 10:30 ～
ミュージックケア（年齢不問、要予約） 13日㈮ 10:00 ～
トコトコ散歩（周辺散歩） 16日㈪ 10:00 ～
リフレッシュ講座（要予約） 16日㈪ 13:30 ～
産後ウォーキングレッスン（要予約） 19日㈭ 10:00 ～
トコトコ散歩（周辺散歩） 23日㈪ 10:00 ～
こいのぼり作り（要予約） 24日㈫ 10:00 ～
誕生会（誕生児要予約） 26日㈭ 10:30 ～
夫婦で整体セルフケア　（要予約） 28日㈯ 10:00 ～

教室・相談
木次子育て支援

センター ベビーマッサージ（要予約）３～７ヵ月 17日㈫ 10:00 ～
問い合わせ先 

▲

木次子育て支援センター ☎42-2030

加
　茂

支援センター

加茂子育て支援
センター

たんぽぽひろば（はじめましての会） 18日㈬ 10:00 ～（１時間程度）
たんぽぽひろば（誕生会）
※４月生まれのお友だちは予約ください 25日㈬ 10:00 ～（１時間程度）

※行事があっても通常利用できますので利用ください。
教室・相談

加茂子育て支援
センター

もぐもぐ教室
（５～６ヵ月児対象離乳食教室） 12日㈭ 10:00 ～（※要予約）
もぐもぐ教室

（７～８ヵ月児対象離乳食教室） 19日㈭ 10:00 ～（※要予約）
もぐもぐ教室

（９～ 11ヵ月児対象離乳食教室） 26日㈭ 10:00 ～（※要予約）
たまごクラブ（妊婦さんサロン） 27日㈮ 10:00 ～（※要予約）

問い合わせ先 

▲

加茂子育て支援センター ☎49-8355

大
　東

教室・相談

大東子育て
支援センター

赤ちゃん教室『はじめまして
よろしくね・離乳食試食』（要予約）

（あおぞら保育園）
11日㈬   9:30 ～ 11:30

子育て教室『みんなで遊ぼう』
（要予約）（あおぞら保育園） 18日㈬   9:30 ～ 11:30

子育てサロン
木馬（おおぎ） 毎週火・木曜日   9:30 ～ 12:00
ぽかぽかひろば（幡屋交流センター）  ２日㈪   9:30 ～ 11:30
ぽっぽ（佐世交流センター） 12日㈭   9:30 ～ 11:30
うしお（海潮交流センター） 20日㈮   9:30 ～ 11:30
＊木馬の時間帯が変更になりました。（9:30 ～ 12:00）
＊久野サロン「よちよち」は６月から開催します。（毎月第１土曜日）
問い合わせ先 

▲

大東子育て支援センター（あおぞら保育園内） ☎43-9500
　　　　　　 

▲

地域福祉センターおおぎ ☎43-5610

※育児相談、離乳食教室についてはP30をご覧ください。

園（
所
）開
放
日

大�

東
か も め 保 育 園 毎週金曜日   9:00 ～ 12:00

試食の予約：前日16:00まで
あ お ぞ ら 保 育 園 毎日　試食は金曜のみ 試食の予約：当日9:00まで

加
茂た ち ば ら 保 育 園 月曜日～金曜日（平日) 10:00 ～（１時間程度）
木
次木 次 こ ど も 園 土曜日午後・日曜日

（行事あるときは除く） 予約不要（開放は園庭のみ）

吉
田

吉 田 保 育 所 19日㈭   9:30 ～ 11:30

田 井 保 育 所 18日㈬   9:00 ～ 11:30
掛
合夢 の 子 園 25日㈬   9:00 ～ 11:00　予約不要
問い合わせ先 ▶各園（所）または子ども政策課 ☎0854-40-1044

子育て支援センター
 などのスケジュール
子育て支援センター
 などのスケジュール

月4 図書館だより
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◆育児相談
三刀屋子育て支援センター  ９日㈪

9:30 ～
掛合子育て支援センター 11日㈬
加茂子育て支援センター 16日㈪
大東健康福祉センター 24日㈫
木次子育て支援センター 27日㈮
◆妊婦サロン
大東健康福祉センター 24日㈫ 10:00～
◆離乳食教室
加茂健康福祉センター 10日㈫ 9:30～
◆両親学級　　　　　　参加料：500円
加茂健康福祉センター 28日㈯ 14:00～16:00

◆乳幼児健診

乳児健診
大東・加茂地区の方 大東健康福祉センター  ５日㈭ 13:00～（４ヵ月児）

13:30～（10ヵ月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 26日㈭ 13:00～（４ヵ月児）

13:30～（10ヵ月児）

幼児健診
大東・加茂地区の方 加茂健康福祉センター 12日㈭ 13:00～（１歳６ヵ月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 18日㈬ 13:00～（３歳児）

◆その他相談
認知症の人と家族の会サロン「色えんぴつ」 雲南保健所 ５日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】地域包括支援センター　☎ 40-1043
こころの健康＆もの忘れ相談 11日㈬ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
就業相談会（移動ナースバンク） ハローワーク雲南 11日㈬ 13:00 ～ 16:00【問】雲南公共職業安定所　☎ 42-0751
雲南サロン「陽だまり」 12日㈭

26日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
アルコールによる困りごと相談 16日㈪ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
交通事故巡回相談 出雲市役所 19日㈭   9:00 ～ 15:00【問】交通事故相談所　☎ 0852-22-5102
難病サロン「ひまわり」 20日㈮ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
難病サロン しまね難病相談支援センター 26日㈭ 13:30 ～ 15:30【問】しまね難病相談支援センター　☎ 0853-24-8510

４月の健診・教室など　� 【問】健康推進課　☎40-1045

◆結婚を希望する独身男女のための結婚相談
結婚相談サロン 雲南市役所 3F 相談室 ４、11、18、25日㈬ 10:00 ～ 15:00

Aコープきすき店2F 28日㈯ 10:00 ～ 13:00

　【問】うんなん暮らし推進課　☎40-1014

※内容、場所、日時の順に記載。
　市外局番は記載のないものは
　いずれも 0854 です。 

◆断酒会
加茂健康福祉センター  ２日㈪

19:00～21:00
吉田ふるさとセンター  ５日㈭
大東地域交流センター 10日㈫
下熊谷交流センター 16日㈪
掛合まめなかセンター 18日㈬

古代鉄歌謡館神楽の夕べ�
　出演：山王寺本郷神楽社中
 と　き 	４月14日（土）
� 19:30開場　20:00開演
 ところ 	 古代鉄歌謡館
 入場料 	 高校生以上500円、小中

学生200円
　　【問】古代鉄歌謡館
 　☎0854-43-6568

劇団四季ファミリーミュージカル

『魔法をすてたマジョリン』�
　　　 チケット発売開始！
 と　き 	７月29日（日）17:00開場　17:30開演
 ところ 	 加茂文化ホール�ラメール
 入場料 	 １階席4,000円、２階席3,500円（全席指定・税込）

主人公は、小学生の魔女・マジョリン、年は123才。魔女試験の修行のため、
人間の村に忍び込みます。魔女のおきてと友情、どっちが大事!?大迫力の劇
団四季の舞台で、あなたもマジョリンと一緒に冒険の世界へ飛び出そう！

	 【問】ラメール　☎0854-49-8500

チケット発売開始日
メール会員先行発売　４月�８日(日)
一般発売　　　　　　４月15日(日)
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市では、新たな収入確保対策として、有料広告を掲載しています。掲載されている広告の内容などへの問い合わせは、直接広告主へお願いします。
このページへの広告掲載希望の方は、広告代理店 株式会社ホープ（☎092-716-1401）へ問い合わせください。なお、広告内容は市が推奨するものではありません。

広 告 枠

広 告 枠

広 告 枠

広 告 枠

広 告 枠

広 告 枠
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人　口･･ 39,132人（－47人）

世帯数･･ 13,826世帯（－1世帯）
平成 30 年 3 月 1 日現在（先月比）

女　性･･ 20,302人（－26人）

男　性･･ 18,830人（－21人）

I N F O R M A T I O N

第７回 古代出雲王国加茂岩倉春まつり 
親子で楽しめる弥生体験！
美味しい食と、ものづくり体験をお楽しみください。
　・まがたまづくり　・草木染め体験
　・ヤマメの串焼き　・山野草の天ぷら　ほか
 と　き  ４月29日（日）10:00 ～ 14:30
 ところ  加茂岩倉遺跡芝生広場
 入場料  無料（ブース参加料100円～ 400円）  【問】ラメール　☎0854-49-8500

チェリヴァシアター
「幼な子われらに生まれ」 

　監督：三
み

島
しま

有
ゆ

紀
き

子
こ

さん

　出演：浅
あさ

野
の

忠
ただ

信
のぶ

さん、田
た

中
なか

麗
れ

奈
な

さん、宮
く

藤
どう

官
かん

九
く

郎
ろう

さん ほか

親愛なる、傷だらけのひとたちへ―。
再婚した中年サラリーマンの信は、現在の妻とその子どもたちと平凡でも幸
せな家庭を築こうと努力していた。そんな中、血のつながらない長女からの
辛辣な言葉に、怒りと哀しみを抱えたまま長女を本当の父親に会わせる決心をするが…。つまずき、傷つきながらも、
大事にしたいと思う人と幸せを紡いでいく不器用な大人たちの物語。どうぞご期待ください。
 と　き  ４月22日（日）10:00/14:00（2017/日本/127分）

 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール（２階ホール）
 入場料  ペア（会員限定・前売のみ）1,500円、一般前売1,300円、会員前売1,000円、シニア（60歳以上）・小中高前売500円
※当日は各200円増　※未就学児入場無料、障害者手帳保持者割引有　※無料託児サービスあり＜要申込４/12（木）締切＞

 【問】チェリヴァホール　☎0854-42-1155

４月７日（土）
 郷土芸能ショー（JR木次駅前） 

　　10:30 ～ 16:00
　　　10:30 ～　木次中学校吹奏楽部
　　　11:00 ～　槻屋神楽保持者会
　　　12:30 ～　ダンシングエンジェルズ
　　　13:00 ～　西日登神楽社中
　　　14:30 ～　安来節保存会
　　　15:00 ～　三刀屋高校吹奏楽部

 燃えろ闘魂！舞えよ桜魂！
　　～僕たちプロレスはじめました～（JR木次駅前） 
　　18:00 ～ 21:30

 花火大会（斐伊川河川敷） 
　　20:00 ～ 20:20（予定）

４月８日（日）
 うんなんの桜はえ～よさこい！ 2018（JR木次駅前） 
島根県内のよさこい団体が雲南市に集結！

　　10:30 ～ 15:00
　　　10:30 ～　雲南吹奏楽団
　　　11:00 ～　よさこい第１部
　　　12:30 ～　佐

さ

藤
とう

なおみ歌謡ショー
　　　13:00 ～　よさこい第２部

 SUPでお花見水上散歩（斐伊川河川敷） 
　　10:00 ～ 15:00　受付：願い橋（潜水橋）付近
　・BIGSUP体験　料金：500円／人
　・手造りカヌー展示

４月７日（土）、４月８日（日）
 特産品販売テント村（JR木次駅前） 

　　10:00 ～ 16:00
 「幸運なんです。雲南です。」体感フェア

　　10:00 ～ 15:30　　　（木次商店街） 
　・100mのロングテーブル「雲南食堂」
　・「スパイス横丁」
　・「うんなん桜まつりプロジェクト」 

中高生や大学生が雲南市桜まつりを盛り上げます。
 蒸気機関車C56108公開展示（木次体育館横） 

　　10:00 ～ 15:00 
　運転席でホイッスルを鳴らそう！

 Nゲージ鉄道模型展示&試運転会
　　　　　　　　　　　　（勤労青少年ホーム） 
　　７日 13:00 ～ 17:00、８日 10:00 ～ 15:00 

 華道教室展示（勤労青少年ホーム） 
　　9:00 ～ 17:00 

 【問】観光振興課　☎0854-40-1054

雲南市 桜まつり 2018

©2016「幼な子われらに生まれ」製作委員会


